公務員ファイル1号

　　　　　　平成１９年版


｛Ｍｒ．フランクによる公務員紹介コーナー｝

みんな、こんにちは。フランクです。公務員と聞いて、みなさんは何を思い浮かべますか？９時５時で働く、給料が安い、福利厚生がしっかりしている、など様々出てくると思います。みなさんに理解してもらうため、フランクが‘フランク’に、公務員についてまとめてみました。ぜひご覧ください。


国家公務員

国家Ⅰ種　　　　　採用されれば、キャリア組、つまり幹部候補生になります。将来の本省課長ま

ちがいなし。わかりやすく言えば、踊る大捜査線の室井さんです。

　　　　　　　　　勤務地は、主に中央省庁（本省所在地）です。その他、所属する省庁の出先機

関や独立行政法人、付属機関などにも出向します。もちろん、管理職待遇。

希望すれば、国外留学（主に北米）が可能な地位にいます。交流と言う名目の

もと、他省庁へ出向することも多い立場です。
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国家Ⅱ種　　　　中堅幹部やスペシャリストになることを期待されています。基本的に、局（＊）採用になっているため、異動は局内が原則です。

本省採用の場合、地方支分局へ転勤することが一般的です。その分、出世しやすい立場といえます。（総務省自治系、総務省郵政系などが、有名です）

　　　　　　　　出先機関採用の場合、範囲内で転勤することが原則になっていますが、本省へ移動する省庁もあります（財務局―財務省、法務局―法務省）。

＊　局とは、省庁の部署単位のひとつです。その省庁を代表する業務を扱っています。国家機関の場合、ドイツ式行政機構をとっているため、局―課―係が基本単位になっています。

国税専門官　　　国税を扱うスペシャリストです。専門知識が必要なため、試験合格後、税務大学校でみっちり研修をうけます。大学で会計を勉強してこなかった人は一安心ですね。一定年数勤務すると、税理士の資格を取得することができることもあり、公務員の中でも、人気がある職種です。

裁判所事務官　　裁判所で、裁判を円滑に進行する役割を担っています。裁判の重要性が高まっている昨今、注目を集めている職種です。事務官から書記官になると、実質的に判決文を作成することもあります。

　　　　　　　　ちなみに、裁判所事務官は、裁判所（司法府）が採用しているので、行政官ではありません。

衆議院事務局　　立法に携わる事務を担当します。簡単に言えば、委員会が扱っていること（なんと、行政に関わること全般！）について、リサーチして、議員や委員会に資料を提供しています。他にも、議会や議長のスケジュール管理や施設運営などの業務もあります。

　　　　　　　　議員の出張に同行したり、国際会議のサポートをすることもあり、ワールドワイドな仕事も扱っています。
なお、同じような機関として、参議院事務局があります。こちらは、参議院について、担当しているので、業務内容に大きな差はありません。

ただ、衆議院と参議院の性質の違いからくる差はあります。例えば、衆議院は広く国民の声を集めて議論して法案化しますが、参議院はその法案をじっくりと吟味して、再検討することに目的をおきます。参議院が「良識の府」と呼ばれる由縁ですね。

こちらは、立法府の採用となっています。

地方公務員

都道府県庁　　　　憲法で定められている地方自治（特に団体自治）を実現するための地方自治体です。国と市区町村の間に立って、広い視点から、地域に適した政策の実現を目指します。業務範囲が国のように法律で決まっていないので、有機的な政策を扱うチャンスもあります。様々な仕事があるのが、地方公務員の魅力の１つ　　　　と言われています。
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政令指定都市　　　横浜市、さいたま市、神戸市、札幌市などです。法律にさだめられた一定の要件を満たした自治体が、県庁がもっている権限の一部を代わって行使することができます。積極的に先進的な政策に取り組むことで、地方自治体のモデルケースとなる都市が多くなっています。東京都特別区も政令指定都市と同様の扱いです。

市町村役場　　　　地域に密着した政策（観光や産業振興による地域振興）や窓口業務など、住民と密着した行政を担当します。住民の意見を直接聞いて、それを政策に反映できます。まさに、現場で働ける職場といえるでしょう。

職種別受験概要一覧

＜国家公務員＞

女性の比率は、全体の３０％程度です。上昇傾向継続中となっています。

	職種・受験種
	申込者数
	１次合格者
	最終合格者
	うち内定者

	国家Ⅰ種（法律）
	７７３２人
	８７６人　
	　　　４７６人　　　　　　　　
	　　　１７０人

	国家Ⅱ種（関東）
	　１４０８５人　
	２２８２人
	１４７１人
	　　　―

	国税専門官
	　１８２１９人
	　　　　―
	　　　―　
	　　　９１６人

	裁判所事務官Ⅱ種（東京高裁）
	３４７７人
	　　　６４５人
	　　　２２８人
	　　　―

	衆議院事務局、参議院事務局は、採用数が毎年変動しています。確認してみてください。

	理工系は、国Ⅰ、国Ⅱよりも、申込状況が低く、採用数が多いため、狙い目となっています。


＜地方公務員＞

	東京都
（事務）
	　　３６９７人
	　　　―
	　　　　―
	　３８０人程度

	県庁は、大体３０～５０人程度を採用します。人気が高いため、倍率は高くなります。


＜政令指定都市・市役所＞

	特別区（事務）
	５９７２人
	１２７９人
	　　　７５８人
	　　　４９０人

	さいたま市
	　　１３８８人
	　　　－
	　　　２２１人
	　　　１３３人

	市役所は、毎年採用があるとは限りません。必ず、志望先の市役所に確認してください。


＊　地方公務員試験は、申込者数の欄が受験者数となっています。公務員試験は、受験料がタダのため、申し込んだとしても、受験しない人やとりあえず受験するだけで、合格レベルになっていない人も多くいます。ですから、倍率はあまり関係ありません。極言すれば、合格するかしないかの２分の１の確率といえます。

＜参考資料＞

大賀英徳　現職人事が書いた「公務員になりたい人」への本　　実務教育出版

各機関のホームページやパンフレット

コラム　　　　　　　　　　地方の公務員就職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜地方公務員だけが地方で働いている？＞

地方で働いている公務員は、県庁や市役所で働いている地方公務員だけではありません。多くの国家公務員が地方で働いています。地方で公務員になる選択肢は意外と多いのです。

＜地方で働く公務員＞

（地方公務員）

1 地方上級（県庁・政令指定都市）

代表的な地方公務員です。採用数は地方公務員としては多くなっています。

2 市町村

代表的な地方公務員です。まさに地元に密着した行政をすることができます。

3 警察官・消防官

地方公務員です。県から市まで、採用地域内で勤務することができます。

（国家公務員）

4 国家公務員Ⅱ種

各省庁の出先機関で勤務することになります。

試験地域に応じた各地域内で勤務することができます。

（北海道、東北、関東甲信越、東海北陸、近畿、四国、中国、九州、沖縄）

5 国税専門官

国家Ⅱ種よりも広い地域で、勤務することになりますが、その地方内で勤務することが可能となっています。

6 裁判所事務官Ⅱ種

各高等裁判所の採用となりますので、高等裁判所の管轄内で勤務することになります。広い地域で勤務することになりますが、その地方内で勤務することが可能です

7 刑務官

国家Ⅱ種と同じ地域で勤務することが可能となっています。

8 国立大学法人等職員

国立大学は全国にありますので、採用された大学を中心に勤務することになります。

以上見てきたように、地方で公務員＝地方公務員ではありません。今後３０年間、自分がどのような仕事をしていきたいのか、地域に限定しすぎることなく、考えてみてください。

｛併願の作法｝

公務員試験は、併願する試験です。なぜなら、資格試験であると同時に、就職試験だからです。受験生は大体４～５種類くらい併願します。第一希望に行きたい気持ちは大切ですが、就職は相手先との縁です。そこで、この章では、合格者の併願例から、上手な併願の方法を紹介していきます。

ちなみに、公務員試験はすべて、受験料は無料です。

試験日程（平成１８年度版）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ａくん　Ｂさん　Ｃさん　Ｄくん　Ｅさん　Ｆさん　

４月３０日　国家Ⅰ種　　　　　　○　　　○　　　×　　　○　　　○　　　×

５月７日　　東京都Ⅰ類　　　　　○　　　×　　　×　　　○　　　×　　　×　　　

特別区Ⅰ類　　　　　×　　　○　　　○　　　×　　　○　　　×　　　

５月１３日　参議院Ⅰ種　　　　　○　　　×　　　×　　　×　　　○　　　×　　　

５月２１日　裁判所事務官　　　　×　　　○　　　×　　　×　　　○　　　×　　　

５月２８日　大学法人　　　　　　×　　　○　　　○　　　×　　　○　　　×　　　

６月１１日　国税専門官　　　　　○　　　×　　　×　　　○　　　×　　　×　　　

法務教官　　　　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　○　　　

６月１８日　国家Ⅱ種　　　　　　○　　　○　　　○　　　×　　　○　　　×　　　

６月２５日　県庁　　　　　　　　×　　　○　　　×　　　×　　　×　　　×

　　　　　　政令指定都市　　　　×　　　×　　　○　　　×　　　○　　　×

７月１日　　衆議院Ⅱ種　　　　　○　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

７月８日　　参議院Ⅱ種　　　　　○　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

· １次試験の日程を掲載しています。２次試験以降は、合格後に日程を調整することになります。

· 受験した職種のみを掲載しているため、国会図書館職員や労働基準監督官などは掲載していません。

解説

Ａくん・・　国家公務員を第一志望にしています。平均的な併願といえます。

Ｂさん・・　裁判所事務官を第一志望に満遍なく受験しています。平均的な併願といえます。

Ｃさん・・　特別区を第一志望に、教育と関わる行政機関にアタックしました。ほかにも、文部省外郭団体も受験しています。

Ｄくん・・　国税専門官を第一志望にして、国Ⅰを実戦版の模試として活用しています。時事や教養の傾向分析にも使えたようです。

Ｅさん・・　裁判所事務官を第一志望に、やや多めに併願しています。

Ｆさん・・　法務教官が第一志望のため、併願はしなかったようです。ややリスキーかもしれません。

先輩たちができる限り併願する中で、最終合格していく過程が見て取れます。

ほかにも、独立行政法人（ＪＩＣＡ、ＪＡＸＡなど）や特殊法人、外郭団体（学生支援機構など）の併願もあります。広く自分の可能性を求めていく姿勢が、一番重要なのかもしれません。
Ｓ．Ｉ　３３期　法学部法律学科
（国家Ⅱ種最終合格　公正取引委員会内定）　
Q、大学１年生の頃は、どんな職業に就きたいと思っていましたか？
Ａ、　私は、消費者金融に苦しむ人を助けられる弁護士になりたいと思って、法学部に進みました。そこで、１年の途中から、司法試験の予備校に通って講座を受講していました。大学受験の合間に、６時からやってるテレビニュースに出てくるサラ金で苦しむ人の多さにびっくりしまして、そういった人々の味方になれる弁護士の数が足りないなら、自分がなろうじゃないか！と考えたのがきっかけです。
Q、いつごろから、公務員に興味を持ちましたか？
Ａ、　はじめて公務員に興味をもったのは、１年生の春休みに、官庁探訪という人事院の企画で、霞ヶ関の各省庁を訪問して仕事をしている方に話を聞いたときです。いままで新聞でしか知ることのなかった官僚といわれる人々を間近に見たことが、国家行政やマクロ経済（国家公務員の業務）に興味をもったきっかけですね。
　　　
Q、弁護士を志望されていたのに、なぜ公務員を志望するようになったんですか？
Ａ、　２年近くかけて、徐々に変化していきました。高校時代に考えていた弁護士像と実際の弁護士がかみあわなかったこと、それと、自分の興味である政治や経済に取り組めるような仕事に就きたいと思ったことでしょうか。
１年の前期に、模擬裁判に参加して、実際に弁護士の方にお会いして、事務所にいかせて頂いたのは、よい経験になりました。
Q、民間企業への就職を考えたことはありますか？
Ａ、　大学３年の後期には、民間の就職活動も始めました。民間の第一線でバリバリ働くビジネスマンになりたいと思って、日経のセミナーやキャリアセンター開催の会社説明会やＯＢＯＧの方々と話す企画などに参加しつつ、自己分析や面接、エントリーシートの準備をしていました。このときは、商社や経営コンサルタントを希望していました。
　　しかし、途中で、一つの会社に入ったらそこの会社の事業領域や出店している範囲でしか仕事ができないのではないかと考えるようになりました。漠然とですが、もっと大きなフィールドで働いてみたいという思いが強くなってきたのです。
Q、就職活動をしてみて、どうでしたか？
Ａ、　日経のセミナーに参加して、就職や自己分析について有効なアドバイスを頂いたことは後々の公務員試験の面接でも役に立ちました。あと、数社ですが、会社の業務説明会に参加したことで、民間は確かに魅力的な職場であるが、自分が仕事をしたい場所ではない、ということを決断することができました。
　　　民間か公務員のどちらにしようか悩んでいる方は、とりあえず、企業や公務員の説明会に参加してみることをおすすめします。
Q、なぜ、公務員になろうと決めたのですか？
Ａ、　いろいろな情報があふれる中で、進路を選択していったわけですが、自分の中の座標軸とし

て、５年後、１０年後、３０年後の自分が本当に満足できる仕事を選びたいと思っていました。
それと、創価大学に１５年近く国家Ⅰ種の内定者がいない、という話を公務員ガイダンスで先輩に聞きました。自分が国家Ⅰ種に合格して、内定をもらうことで創大建設に少しでも貢献できればと思って、国家Ⅰ種の受験を決意しました。
Q、具体的に、公務員のどんな仕事に興味を持っていたのですか？
Ａ、　その頃は、国税庁や税関といった、現場で専門性を高めながら、管理職になれる仕事に魅力を感じていました。１１月頃から、東京大学などで行われた国家Ⅰ種受験者対象の業務説明会に参加して、職員の方々と話していく中で培われたものかもしれませんね。
Q、公務員試験の勉強はいつから始めましたか？　
Ａ、　私は、国家Ⅰ種を第一志望に８月の中旬から勉強してきました。ただ、その時期は、民間も受けようと思っていましたし、はっきりと公務員になることを目指したわけではなかったので、様々な職種を調べるのと並行しながら勉強していました。
Ｑ、失礼ですが、勉強の開始時期としては、遅いほうですよね？
Ａ、　そうですね。その通りです。おかげで、国家Ⅰ種の試験では残念ながらボーダーに引っかかって、１次落ちで終わってしまいました。やはり、勉強期間として、１年間をきちんと用意するべきだと思います。
Ｑ、予備校は利用されたんですか？
Ａ、　司法試験の勉強を活かせば、なんとかなるだろう、という考えで、予備校は早稲田セミナーの国Ⅰ法律職用の渡辺ゼミと直前講座を利用しました。
　　国家Ⅰ種を受験するなら、絶対に渡辺ゼミを受講したほうがいいです。
Ｑ、公務員試験に関する情報はどうやって集めたんですか？
Ａ、　受験雑誌「シビルサービス」（早稲田経営出版）とインターネットの公務員掲示板、予備校のガイダンス、渡辺先生の授業中の話が主です。
　　　それと、官庁別業務説明会や官庁探訪など、直接官庁の方々と接する機会を積極的に利用して、どんな人材を求めているのかリサーチしました。
Ｑ，勉強で工夫したことはありますか？
Ａ、　どの科目で何点取るかを決めてスケジュールに従って勉強したことと、択一の勉強と記述の勉強をセットにしたことですね。例えば、国家Ⅰ種法律職は択一が憲法６点、行政法１２点、民法１２点で、専門記述で憲法、民法、行政法を使います。ですから、択一でも、なるべく満点を狙っていき、専門記述に生かすようにします。そうすることで、無駄な勉強を排して、合格に向けた有効な学習をすることができるわけです。
Ｑ，なぜ公正取引委員会を選択されたのですか？
Ａ、　公正取引委員会は、競争政策の根幹である独占禁止法を所管している独立行政委員会です。そのため、準立法権限である規則制定権に加えて、準司法権限である審判決を行います。審判決とは、独占禁止法違反の企業を相手にして行う裁判のようなものです。
　　専門性が高くて、かつ日本経済全般を扱えるような仕事をしてみたかったので、志望しました。幸い、大学３年に経済法の授業を履修したのも大きいですね。
Ｑ、公務員の魅力を聞かせてください。
Ａ、　意外に思われるかもしれませんが、わたしは公務員自体には特に魅力を感じていません。確かに、就職先に安定性を求めるのは大切ですが、はじめから安定を求める発想にはどうもなじめなくて。
　　　強いて公務員の魅力を言わせてもらえれば、公務員にしかできないことがあるということです。つまり、国家という権力装置に国民から預託されている権限をいかに有効に活用できるか、ということです。その分、責任の重さをひしひしと感じている昨今です（笑）。
Ｑ、最後に、後輩へメッセージをお願いします。
Ａ、　勉強が大変だと思っている人が多いと思います。公務員試験は、１年間きちんと勉強すれば誰でも受かる試験だといわれています。しかし、この言葉の表面だけを見ないようにしてください。本気で勉強した人を相手に、最終合格者の枠内に入り、希望する行政庁から内定を頂くのは大変です。みんな必死ですから。
　そこで、アドバイスなんですが、まず、ライバルとして国家Ⅰ種なら東大生、都庁、特別区、
国家Ⅱ種なら、早稲田や中央の学生をイメージするとよいと思います。また、地方で県庁や市役所を受けたい方は、その地域の旧帝大が競争相手になります。ライバルが自分なのはもちろんです。しかし、実際に競争する相手を知ることもよい刺激になります。他大の学生に負けたら、めちゃくちゃ悔しいですよ。
　次に、体調管理の重要性を知ってください。どんなに勉強しても、試験当日に体調を崩したら、悲惨の一言です。冬場の乾燥した空気やインフルエンザ、春先の花粉症、栄養の偏りや運動不足による体調不良など、危険因子はこの世にあふれています。精神的なプレッシャーがかかることも多くなりますから。
　社会人になったら、体調管理も仕事のうちですから、よい訓練の場と考えて、科学的かつ実践的に体調管理術を学んでいただきたいと思います。
＊１　併願の状況
　４月３０日　国家Ⅰ種　　教養　２９点　専門　３３点　合計　６２点　１次落ち
　　　　　　　　　　　　　前年より合格点が８点アップ。落ちると思ってなかったので大ショック。
　５月７日　　都庁Ⅰ類　　試験形式に戸惑う。１５００位であっさり１次落ち。
　５月１３日　参院Ⅰ種　　記述ばかり、憲法、民法、行政法。あっさり落ちる。
　６月１１日　国税専門官　教養　３７点　専門　２８点　合計　６５点
　　　　　　　　　　　　　記述　憲法を選択　違憲審査権と司法権の限界だったような
　　　　　　　　　　　　　１次合格。２次の面接を辞退。
　６月１８日　国家Ⅱ種　　教養　３２点　専門　３１点　合計　６３点　
　　　　　　　　　　　　　記述　テーマ　ニート、フリーターについて
　　　　　　　　　　　　　面接　８月４日　経済産業省別館
　　　　　　　　　　　　　最終合格。公正取引委員会内定。
　７月１日　　衆院Ⅱ種（１次）　県庁型の試験。経済学がさっぱり。なぜか１次通る。
　７月１７日　衆院Ⅱ種（２次）　憲法、政治学の記述。２次落ち。
　

＊１　渡辺ゼミ

　早稲田セミナーで、行われているゼミ形式の講座。

　2人に１人が最終合格して、3人に１人が内定するという凄いゼミ。

　国家Ⅰ種法律職志望者が対象。

　10月ごろにⅠ期（択一対策）、12月ごろにⅠ期の選抜試験が行われる。

　1月にⅡ期（論文・面接対策）の選抜試験が行われる。

　選抜試験は、国家Ⅰ種の過去問から２０題が出題。面接試験もあるので、志望官庁と志望動機、その官庁で何をやりたいかを準備しておく必要がある

　

詳しくは、ザ・フューチャー（渡辺先生のＨＰ）を参照してください。

＊２　官庁訪問

　　国家公務員Ⅰ種、Ⅱ種試験で行われる面接試験とは別に、国Ⅰ、国Ⅱの受験生が各省庁を訪問して、内々定をいただくために面接を受けること。

　　形式を毎年若干変更しているため、人事院のホームページを参照してください。
Ｍ．Ｈ　３３期　法学部法律学科　
（国家Ⅱ種最終合格　国立病院機構内定）
Q、公務員より以前に目指していた夢はありましたか？

A、　当初から公務員でしたが、同じ公務員でも私は初め、裁判所事務官を目指していました。

Q、何かきっかけがあったのですか？

A、　２年の時、法学部企画で模擬裁判に参加したことが大きなきっかけとなり、将来、法律に携わりたい、裁判所で働きたいと思うようになりました。

Q、なぜ、裁判所事務官から国立病院機構に志望が変わったのですか？

A、　裁判所事務官の試験に落ち、受かったのが国立病院機構だったということもありますが、もともと医療・福祉に興味を持っていたのと、国立病院機構の「患者の目線に立って懇切丁寧に医療を提供する」という理念にとても共感したので、結果的には良かったと思います。

Q、併願のメリットを教えてください。

A、　併願は日程の都合がつく限り受けた方がいいと思います。私も、体力の続く限りなるべく多くの試験種を受けました。というのは、まず試験本番と模試の試験会場の雰囲気は違うからです。試験本番には、緊張しないようにしようと思ってもやはり緊張します。私は、模試の時には気を付けていた時間配分が、試験本番になると１つの問題にこだわってしまって出来なくなってしまったことがありました。試験慣れという意味でも、本命の試験種で全力を出せるように、なるべく多く併願した方がいいと思います。

Q、厳しい試験の戦い、なぜそんなに頑張れたと思いますか？

A、　創立者にお応えしたいという思いと、後輩の道を拓くという強い思いがあったからだと思います。また、私は行政教育センターの自習室を利用していたのですが、それがとてもよかったです。

Q、どういう点がよかったか、具体的に教えてもらえますか？

Ａ、　私は３年生の２月頃から行政教育センターの自習室を利用するようになりました。というのも、私は自宅にいると勉強にとりかかるまでの時間が長く、時間を有効利用できなかったからです。行政教育センターの自習室を利用するようになってからは、１日にどの科目をどの程度進めるのかという予定を立てて、勉強する時は勉強して、休憩する時は休むというメリハリがついた時間利用ができてきました。
Q、こうすればよかったということはありますか？

Ａ、　面接の準備をもっと早めにすればよかったと思います。１次試験である択一試験に受かることは大事です。私も、択一試験を重視して、そちらの方の勉強ばかりしていました。しかし、私は１次試験の択一試験はやっと受かっても、その段階で面接の準備を全くしていませんでした。少なくとも、国家Ⅱ種や地方上級試験の１次試験が終わった段階で、本格的に面接対策に取り組めば良かったと後悔しています。
Ｑ、試験期間の過ごし方のコツがあれば教えてください。
Ａ、　公務員試験は、長い試験日程なのでモチベーションを保つのが大変でした。しかし、「絶対に受かる！」という目標を常に忘れないようにし、毎日この教科をここまでするという目標を立てて勉強のリズムを崩さないようにしていました。

試験期間の過ごし方のコツとしては、体調管理をしっかりとすることです。まずは何事も体が基本です。
Ｑ、試験期間中に欠かさずやったこと、できなくても心掛けていたことを教えてください。

Ａ、　毎日、少しずつでも数的処理を解くようにしました。あと、時事についてニュースを少しずつですが見るようにしていました。また、個人的にやりたかったと思うことは読書です。様々なジャンルの本を読むことで、全体的な視野を広げることが出来たかなと思います。
Ｑ、公務員試験を受けるにあたって、学生生活でやっておけば良かったことはありますか？

Ａ、　一般紙の新聞をもっと読んでおけば良かったなと思っています。地方公務員の志望度が高い人は、その地元の地方紙も出来るだけ目を通せたらよいと思います。

そして、何よりも、公務員のインターンシップに行けば良かったなと思います。公務員の仕事の内容がどのようなものか実践で分かりますし、面接でもアピール出来ると思います。
Ｑ、官庁訪問を通して感じたことはありますか？

Ａ、　官庁研究の重要性と自己分析の必要性です。面接は、１回きりという面もあるので、その時にどれだけ相手に自分のことを知ってもらい、志望する官庁へ熱意のこもったアピールを積極的に出来るかということが大切だと思うのですが、私はその準備が間に合いませんでした。志望する試験種や官庁が定まっている人は、時間がある時に少しずつでもよいので、そのホームページを見るなどして情報を集めていくと面接の時に役立つかなと思います。
Q、役に立った本があれば教えてください。

A、　実務教育出版の「受験ジャーナル」と、大賀 英徳著  実務教育出版の「現職人事が書いた面接試験・官庁訪問の本」です。

　

Ｑ、試験日程を教えてください。

Ａ、　７月１８日の国家公務員Ⅱ種の１次試験合格発表後、すぐに官庁訪問の予約が出来る所は電話して、１９日には合同説明会に参加しなるべく多くの官庁の説明を聞きました。（その時に官庁訪問の予約が出来る所も多くあります）。そして、２０日からは官庁訪問をしつつ、７月２６日には２次面接を受けました。８月２９日に最終合格発表でした。
Ｑ、訪問した官庁を教えてください。

Ａ、（面接及び訪問回数。合同業務説明会を除く）

東京税関　　　　７月２０、２１日（２）

関東財務局　　　７月２１日（１）

厚生労働省　　　７月２７日（１）

東京地方検察庁　７月２８日（１）

横浜地方検察庁　８月１、３０日（２）

新潟地方検察庁　８月４、２３、２９日（３）

北陸地方整備局　８月８、２９日（２）

新潟法務局　　　８月４、１０日（２）

新潟労働局　　　８月１１、２４日（２）

国立病院機構　　８月３１日（１）　（内定）
人事院　　　　　８月３１日（１）

Ｑ、国家公務員Ⅱ種１次試験当日の心境、雰囲気、手応えを教えてください。
Ａ、　試験当日はやはり緊張していました。でも、なるべくリラックスした状態で試験に臨めるように、あまり合否のことを気にせずに、とにかく落ち着いて試験に臨もうと自分に言い聞かせていました。
試験会場に入ると、周りにいる人達が本当に優秀な人たちばかりが集まっているように見えて少し不安になりましたが、こういった試験前に特有な雰囲気に飲み込まれないように、とにかく席に着いたら試験官の指示があるまで持参した参考書の気になる箇所をざっと確認していました。

手応えは、正直自信はなかったです。特に１次試験の択一の教養試験が難しかったなと感じました。択一の専門の方は、経済が比較的解きやすい問題が多かったかなという印象でした。論文試験は、ちょうど論文の対策本で読んでいた項目についての論述が出たので、運が良かったなと感じました。

Ｑ、どんな面接対策をしましたか？

Ａ、　国家公務員Ⅱ種の２次試験の面接は官庁訪問よりもオーソドックスな質問が多いということは聞いたことがありました。２次試験の面接で、当日書かされる面接カードは、受講していた学内講座のＴＡＣの方からこういう面接カードが配られるというプリントを頂いていたので、それを参考にして、面接カードに書いた内容からは何を聞かれても答えられるようにしようと決めました。そこで、Ｑ＆Ａ用のノートを作成し、キャリアセンターの方にも協力していただきながら、仮想の質問事項とそれに対する自分なりの答えを作成しました。
Ｑ、面接当日の心境、雰囲気、手応えを教えてください。

Ａ、　面接当日は緊張はもちろんしましたが、自信を持って面接に臨もうと決意していました。会場の雰囲気はさすがに皆緊張していたみたいで、静かでした。面接カードは、やはりＴＡＣの方からいただいたプリントと同じでした。面接も面接カードの内容について具体的に聞かれるというような形で、穏やかに進みました。
私の手応えとしては、自信を持って質問に答えられたのが良かったかなと思いましたが、最終合格出来たかどうかは結果を見るまでは分からないなと思いました。
Ｑ、面接で、特徴的な質問はありましたか？

Ａ、　転勤は大丈夫かという質問が多かったです。

Ｑ、志望動機や自己ＰＲを作成する際のアドバイスがあれば、お願いします。
Ａ、　志望動機と自己ＰＲを人に聞いてもらうという練習も大事だったなと思います。志望動機と自己ＰＲが結びつけることが出来たらより説得力が出ると思います。
Ｑ、きつかったこと、また楽しかったことは何ですか？

Ａ、　なかなか内々定がもらえず、また日程的にも同じ日に２つの省庁の面接があったりして、
精神的にも体力的にもつらかったです。楽しかったことはありません（笑）。

Ｑ、何から情報を得ましたか

Ａ、　その官庁のホームページ及び合同説明会で手に入れたパンフレットで情報を得ました。
Q、今後、働いてからやりたいことはありますか？

A、　医療事務に携わるので、医療事務の資格をとりたいと思っています。

Q、公務員の魅力を教えて下さい。

A、 1つは、女性が働きやすいというところです。いろいろな保障の面でも、やはり公務員は魅力的だと思います。あともう１つは、国民の生活に密着した仕事ができるということです。

Q、後輩に向けてのメッセージをお願いします。

Ａ、　あなたはどの職業に就きたいですか？公務員という職業についてどう思いますか？

私は、広い視野を持ってより多くの人の為に働き、社会に貢献出来るのが公務員であると考え、志望するようになりました。公務員も大変に魅力のある職業の１つであると思います。

少しでも公務員に興味がある後輩の皆さんは、公務員として働いている先輩に「公務員はどんな仕事をしているのか」等の率直な質問をして、公務員の魅力ややりがいを知っていただきたいです。そして、職業選択の１つに公務員を加えてみてください。

もし、公務員になりたいと決めたなら、試験の勉強等苦しいこともたくさんあると思いますが、最後まであきらめないで下さい。私も模試で、なかなか成績が上がらず、焦りました。ですが、自分のモチベーションを保つように努力して、最後まであきらめずに勉強を続けました。モチベーションが下がった時には、公務員になりたいという思いを再確認しました。

後輩の皆さんにとって納得のいく進路を勝ち取られることを祈っています。

Ｙ．Ｏ　３３期　教育学部教育学科

（国家Ⅱ種最終合格　国立病院機構内定）

Ｑ、大学１年の頃はどのような生活でしたか？

Ａ、　私は、心理学系の授業を学びたくて、創価大学に入学しました。１年の頃は、金銭的な余裕がなかったので、週６でバイトをしていました。授業が終わったら、すぐにバイトへ向かう生活でした。

Ｑ、その頃は、どのような職業を志望していたのですか？

Ａ，　祖父の関係で、福祉のおばちゃんをよくみてきたので、福祉・医療の仕事がいいなあ、とおもっていました。

Ｑ、いつごろから公務員に興味をもったのですか？

Ａ、　大学２年のときに、社会保険事務所に勤めている先輩に話を聞く機会があったので、その頃から考え始めました。公務員はやりがいがある職業だと思っていました。

Ｑ、勉強はいつはじめましたか？
Ａ、　先輩から、１年間きちんと勉強する時間をつくれと言われていたので、大学２年

の３月から、早稲田セミナーの国Ⅱ地上フルコースに申し込んで、勉強を始めました。

Ｑ、公務員は講座にお金がかかると言われてますが、結構かかりましたか？

Ａ、　フルコースは30万円くらいでした。そのほかに、模試を受けたり、直前講座も申し込んだので、後半は金銭的にピンチでした。

Ｑ、模試は何回くらい受けたのですか？模試に関して、何か工夫しましたか？

Ａ、　年明けから、２週間に１回のペースで、合計５回受けました。練習だと思って、時間のかかる知能科目に集中するために時間配分したり、混乱しないように英語は最後にしたり、いろいろと工夫をしました。

Ｑ、得意科目はありましたか？

Ａ、　知能科目です。完璧にしようと思って凄く勉強したら、最後には、ほとんどの問題が解けるようになりました。

Ｑ、ストレス解消法があれば、教えてください。

Ａ、　息抜きで旅行に行っていました。昔から好きなんですよ。じゃらん（旅行雑誌）が大好きなので、切り抜きをして楽しんでいました。あと、平日は大学とバイトで忙しかったので、土日に予備校の授業を受けて、土日以外に公務員の勉強をしないようにしていました。かえって、集中力が上がってよかったですね。　

Ｑ、予備校は、どんな感じでした？

Ａ、　法律科目の先生は前評判通り最悪でした。結局、自力でやりました。経済学は、まあまあでした。最終的には、法律よりも経済のほうが得意でした。

Ｑ、勉強はつらくありませんでしたか？

Ａ、　暗記が苦手なので、それくらいですね。大してつらくなったですね。年明けから１０時間も勉強できないと思っていましたけど、予備校の３時間の授業を１年間受けたので、つらくなかったです。

Ｑ、何かしておけばよかったと思うことはありますか？

Ａ、　もっと新聞を読んでおけばよかったですね。授業で、２誌以上読めと言われたのですが、やらなかったんで。

Ｑ、長期休みはどうでしたか？

Ａ、　夏は授業でした。１日２コマで６時間です。春は、１月後半まで、大学の卒論と直前講座で忙しかったですね。家で勉強できる時間が限られていたので、無駄な時間を作らないようにして、勉強していました。

Ｑ、併願状況を教えてください。

Ａ、　国家Ⅰ種を試験に慣れるために受けました。福祉の職が多い国家Ⅱ種が本命だったので、落ちてもショックはありませんでした。ほかに、特別区、神奈川県、を受けました。神奈川県は、２次試験が国家Ⅱ種の官庁訪問初日と重なったので辞退しました。併願は大事ですが、無理して、自分がやりたくないことをする必要はないと思います。

Ｑ、官庁訪問は、どうでしたか？

Ａ、　厚生労働省を初日から訪問しました。面接対策は、１次試験の後から考えました。そのせいかどうかはわかりませんが、１回目の面接は、すごく緊張しました。２回目からは大丈夫でしたけどね。待ち時間は大体２時間くらいでした。本省は、待ち時間（拘束時間）が長いので、それなりの対策をしたほうがいいと思います。

厚生労働省は、４日間訪問しましたが、７回目の面接できびしい壮年男性の面接官にあってしまい、残念な結果となりました。

Ｑ、あとは、どこをまわりましたか？

Ａ、東京労働局や法務局もまわりました。意外と福祉関係の仕事がなかったのが残念でした。なぜか、社会保険事務所が合同説明会に参加していませんでした。情報収集は大切ですね。

Ｑ、官庁訪問の面接では、何を聞かれましたか？

Ａ、　志望動機や自己PRに加えて、大学生活やゼミや卒論の内容も聞かれました。自己ＰＲを用意し忘れていたので、ちょっとパニくっちゃいました（笑）。

Ｑ，面接対策では、どんなことをしたのですか？

Ａ、　早稲田セミナーからもらった冊子のうらにある質問欄を埋めて、自己分析や自己ＰＲを用意しました。あとは、テープレコーダーに自分で質問を吹き込んで、回答時間も計算して、１人面接をやっていました。テープの声が自分の感覚と違っていてリアリティがあったので、意外と有効でした。

Ｑ、あなたにとって、公務員とは何ですか？

Ａ、　様々な選択肢のひとつです。試験に落ちたら、民間に行こうと思ってました。ただ、公務員と一口に行っても、いろんな職業があります。思っていたより、国家Ⅱ種でやれることは少なかったんですが、やりたいことが公務員の中で見つかってよかったです。

Ｑ、内定先のＰＲをお願いします。

Ａ、　国立病院機構は、ブロック採用になっています。私は関東ブロックの採用なので、山梨から新潟まで勤務地が広域になっています。

Ｑ、後輩に向けて、アドバイスをお願いします。

Ａ、　こつこつ毎日やっていけば受かる試験です。息抜きを見つけて、らくらく受かってください。息抜き上手は集中上手です。
Ｊ．Ｎ　３３期　法学部法律学科　　
（東京都特別区Ⅰ類最終合格　杉並区内定）
Q、大学当初は、どんな職業に就きたいと思っていましたか？

Ａ、　大学当初は、弁護士になりたいと思っていました。理由な単純です。当時は、何かに挑戦したい、そしてどうせ挑戦するなら難関の司法試験に挑戦しようと思ったのです。そして、国研の法職課程に入り勉強をしました。

Q、弁護士を志望されていたのに、なぜ公務員を志望するようになったのですか？

Ａ、　私は、弁護士から教育に携わる仕事へ、そして公務員志望へと変わっていったのですが、分けて説明してよいですか…？

Ｑ、弁護士から教育に携わる仕事へと変わった過程を教えて下さい。

Ａ、　私は２年生になり、本気で進路について考え始めました。自分はこのまま司法試験を目指すのか、それとも他の仕事に就くのか、自分は何をやりたいのか全然分からなかったので、とにかく興味のあることは何でもやってみました。模擬裁判に参加したり、弁護士事務所に行って先輩の話を聞いたりしました。それ以外にも、アルバイトや学童保育のボランティア活動、クラブ活動、語学の勉強など。

－その模索の中で進路を変えるきっかけがあったのですか？
Ａ、　はい。その中で大きなきっかけとなったのが、佐瀬一男先生の基礎ゼミでした。授業で、少年の非行について様々な視点から議論をしたり、少年院見学などをしたのですが、心という人の内面に関わってくる問題は、法律ではどうしても解決できないことをしみじみ感じました。法律だとどうしても事後的な対策になってしまう。より事前に解決するためには…そう考えた時、教育の重要性を感じ、将来、教育に携わる仕事がしたいと思うようになりました。

－わかりました。では教育に携わる仕事から公務員志望になるまでを教えて下さい。
Ａ、　それから、教育に携わる仕事を調べました。教員に惹かれる思いもありましたが、教職は取っていません。教授にも相談しました。悩む日が続いていた時です。池田先生と中国の教育者の方との対談の中で、「立派な人材を育てるためには、学校に立派な教師がいること、家庭で両親が子を支えていること、そして社会が人材育成の環境を整えることです」との文に出会いました。

－それが公務員へと決める一因になったのですね？
Ａ、　はい。私は、今、創大から続々と教員が輩出されていますが、今後は、国や地方で総合的な教育行政事務を行う内閣や地方公共団体、また専門的に教育行政事務を行う文部科学省や教育委員会などに、より多くの創大生が必要になってくるのではないか、と思ったのです。そしてやっと公務員を目指そうと腹が決まりました。

Q、なぜ勉強を頑張れたのですか？

Ａ、　自分の合格を待ち続けて下さる方々の存在があったからだと思います。また、それに何としてもお応えしたいと思う気持ちが、モチベーションの維持につながりました。公務員の試験の特徴の1つに、期間が長いことが挙げられますが、モチベーションをいかに維持するかが大きな課題となってきます。私は、自分のいつも目に付くところに自分のやりたいことや好きな言葉を書いて貼っておきました。

あと、同じく公務員を目指す友人の存在がとても大きかったです。

Q、公務員試験に必要なもの、しておけばよかったことはありますか？

Ａ、　模試をもっと有効利用すべきだったと思います。自分の力を知ることや時間配分の練習にするのは当然として、出題範囲をより深く検討するだとか。あと特に教養は、時間の感覚をつかむために、過去問を利用し本番と同じ時間で同じ分量の問題を解く練習をもっとすべきでした。

あと、１、２年生のうちに留学をしたかったです。留学に行かないにしろ、もっと語学の勉強をしておけばよかったなと思います。

Q、公務員試験に役立った本があれば教えて下さい。

Ａ、　実務教育出版の「受験ジャーナル」です。特に直前期は、試験に出る予想項目を参考にし、時間がなくてあまり手をつけられない教科は、その項目だけを勉強しました。特に、行政学や経営学など専門科目の知識系はそれで救われました。

Q、何で試験などの情報を得ましたか？

Ａ、　インターネット、パンフレット、受験ジャーナル、ＴＡＣの先生、ＯＢＯＧの方からですかね。ＯＢＯＧは、キャリアセンターに置いてある進路報告書を見て、自分で連絡を取りました。実際に働いている先輩の話を聞くことで、仕事の様子も知れるし、モチベーションも上がりました。公務員試験は情報戦と聞いた事がありますが、本当に情報は大事です。試験科目が変更することもありますし、アンテナをたくさんはる努力はしたほうがいいと思います。

Q、受験期間の過ごし方のコツはありますか？

Ａ、　コツ…自分のストレス解消の術を知ること、一定の生活のリズムを確立することの２つが挙げられますかね。私の一番のストレス解消法は、人と話すことでした。特に同じく公務員を目指している友人と、一緒にご飯を食べながら話したり、創大内を散歩しながら話していると、また頑張ろうという気になりました。友人には本当に感謝しています。

Ｑ、受験勉強期間中、一番苦しかったのはいつごろでしたか？

Ａ、　そうですね…年が明けてから、試験までの期間が一番きつかったと思います。年明けに模試の結果が返ってきたのですが、思うように結果が出ません。勉強を始めたころは、知らないことばかりですが、逆に点数も伸びやすく、勉強していても手ごたえを感じるのですが、ある程度勉強していくと、点数も伸び悩む時期がありました。勉強してもあまり模試の結果に反映されないことで、自分の勉強方法はいいのかなど不安になったりしました。
Ｑ、その一番苦しいとき、どのようにして苦しさを克服しましたか？

Ａ、　苦しさは克服できなかったですね（笑）。苦しさが全くない時なんてありませんでした。

ただ、自分に言い聞かせたことは、自分を信じろということです。傲慢かもしれませんが、私は受からないわけないと（笑）。とにかく無駄にあせらないことが大切だと思います。模試の結果が思うようにいかなくても、これからできるようにすればよい。もちろん、しっかり現実を受け止めた上で、あとは自分で自分をプラスの方向に引っ張っていく強さが必要だなと思います。

Q、学内講座は利用されていましたか？

A、　はい、学内講座は３年生の春から利用していました。独学だと、分からないこと問題があった場合、なかなかすぐに解決しませんが、講座をとったおかげで、すぐ分からない問題を解決できたので、よかったと思います。ただ、主要科目である行政法が、年内に終わらないので、自分で勉強しました。ＴＡＣのＤＶＤが行政教育センターに置いてあるので、ＤＶＤをうまく利用するとよいと思います。あと、講座は受けっぱなしではなく、必ず問題集をといて理解するようにしていました。講座で理解できても、結局は問題が解けないといけないので、問題中心に勉強しました。

Q、予備校は利用しなかったのですか？

A、　はい、予備校は利用しませんでした。確かに予備校に行きたいという思いもありましたがもうすでにＴＡＣで勉強を始めていましたし、第一お金がありませんでした（笑）。学内講座と自分の勉強で何とかするという思いがあったので、予備校には行きませんでした。

Q、勉強のスケジュール面接で苦労したことはありますか？

A、　はい、1つは完璧なスケジュールを作りすぎたことです。気合を入れすぎて、できない計画を立ててしまいました。初めから無理な計画を立てるのではなく、長い目でみて、頑張ればできるという計画を立てたほうが現実的だと思います。なので、私は週に１日は予備日をつくって、計画をコントロールしていました。あと、試験日から逆算して、１ヵ月単位から１日単位までやることを落としていきました。自分のやることがはっきりしていたほうが、その分やる気も出ました。

Q、面接対策はどのようにしていましたか？

A、　はい、面接対策本を買って、公務員はどんな質問がされるか、まず雰囲気をつかもうとしました。実際は本に書いてあるようなことばかりが聞かれるわけではないのですが…。そして自己分析をして、先輩にみてもらいました。面接を通して思うのは、やはり志望動機がしっかり言えるのが一番強いと思います。あと、特に地方だと、「話を聞いてもらうコツは何だと思いますか？」など、その場で考えるような質問をされました。住民の方と接する機会が多いだけに、そういった人との接し方や、対応が問題になるのでしょうかね。

Q、面接で失敗したことがあれば教えてください。

A、　私は、文部科学省の外郭団体である「日本学生支援機構」を併願していたのですが、初めての面接は本当に緊張しました。失敗したことといったら、時事問題の対策不足だったことです。自己分析をして、自分のことは答えられても、当時話題になっていた時事問題についての自分の見解をまとめておけなかったことが失敗でした。

参考までに、日本学生支援機構で聞かれたことは、教育基本法の問題点を具体的に挙げてください。教育基本法では、大学をどう位置づけていますかなど。

　　　私は法学部だったので、面接官から「法律のことを聞きます」と言われました。自分の学部に関係性のある時事問題には注意した方がよいかもしれません。

Q、特別区の試験当日の心境を教えてください。

Ａ、　もう思いだいたくありませんが（笑）。特別区の試験当日はなんともいえない心境でした。不安がないと言ったら嘘になりますが、もう自分は受かる、絶対大丈夫だと暗示のように言い聞かせ、マイナスになることは考えないようにしていました。それでも、本番の専門記述で、時間がぎりぎりだった時は、正直無理かなとも思いましたが…。　

とにかく試験当日は緊張するのは当たり前です。もう今までのことを考えてもしょうがないです。まずは気持ちで勝たなきゃですね。

　
Q、将来、杉並区役所で働いてからやりたいことはありますか？

Ａ、　子供はもちろん、大人も人と共に学ぶ場の提供、またその環境整備をしたいと思っています。最終的に、学ぶことが楽しいと感じる人、すべてにおいて学んでいこうという姿勢をもつ人が増えることを目指します。

　　　あと、海外に交流や研修などの機会があれば、個人的にぜひ行きたいなと思っています。市役所によっては、姉妹都市との交流がさかんなところがあるので、関心がある人はぜひ足を運んで聞いてみるのもよいと思います。

Q、最後に後輩に向けて一言お願いします。

Ａ、　「公務員」を地元の市役所の雰囲気、イメージで想像していませんか？公務員といってもその種類はたくさんあるし、仕事内容も多岐にわたっています。また、公務員試験の科目の多さや狭き門に、公務員をあきらめてしまう人もいるかもしれません。特に創大生は忙しい人が多いですから、十分な時間を確保することも難しいかもしれません。けれど、難しいという理由だけで将来の選択肢から公務員を外してしまうのは、とてももったいないことだと思います。自分の可能性を信じ、一度決めたらとことん勉強に打ち込んでみてください。最終的に違う道に進んだとしても、真剣に勉学に取り組んだことは必ず活かされてくると思います。

最後に私の好きなRichard M Mixonの言葉を紹介します。

A man is not finished when he is defeated.　He is finished when he is quits.
Ｍ．Ｙ　３３期法学部法律学科

（東京都特別区Ⅰ類最終合格　世田谷区内定）
Ｑ、公務員より以前に目指していた夢はありましたか。

Ａ、　公務員を目指し始める前は、普通に民間に就職するのかなぁと思っていました。しかし、特にこれがやりたいと定まっているわけでもなく、せっかく法学部を出たんだから何か法律を生かせるような仕事に就ければいいなぁぐらいの漠然としたものしかありませんでした。

　　　

Ｑ、法学部を選んだのはなぜですか。

Ａ、　偉大な創立者のいる学び舎で学びたいと高校のときから創価教育を受けさせていただいていて、創価大学への進学を決めました。

法学部を選んだ理由は、法律に関する知識は知っておいて損はないと思ったことと、大学で将来の夢を探そうと思っていた私にとっては潰しが効くといわれている法学部が合っていると思ったからです。

Ｑ、公務員を意識したきっかけは何ですか。

Ａ、　大学２年の時の公務員ガイダンスに出て、女性が働きやすい職場だと思いました。
Ｑ、女性が働きやすいからとありましたが、具体的にはどういうことですか。

Ａ、　やはり企業と比べて、女性が一生涯働く環境が整っていると思いました。公務員の場合、出産をしても育児休業を取り、１年後にまた職場復帰する方がほとんどだと伺ったので、職場全体にも女性が働きやすい雰囲気があるように感じました。

Ｑ、公務員の志望動機を教えてください。

Ａ、　人々のために尽くしていきたいと思ったからです。

　　　このように思ったことについてですが、はっきりとこれがきっかけでというものは思い出せません。ただ、大学は大学に行けなかった人に尽くす指導者を育てるためにある、という創立者の言葉がすごく胸に突き刺さり、私利私欲のためではなく、社会に貢献できるような仕事に就きたいと知らず知らずのうちに思うようになったのかもしれません。

Ｑ、特別区に決めたのはなぜですか。
Ａ、　首都である東京は先進的な取り組みも多くやりがいを感じられると思ったからです。
また都庁に勤めるよりも、住民に近くて共に街を作っていっていると実感できると思ったからです。

特別区の中でも、世田谷区を選んだ理由は、環境行政に興味があるので緑が多く地域ごとに町並みの異なる世田谷の街作りに関わりたいと思ったからです。

Ｑ、環境行政に興味を持ったきっかけを教えてください。

Ａ、　新聞やテレビで、世界で環境破壊が進んでいるという記事を目にして、これを食い止めるためにはどうすればいいかを考えたときに、様々な方向から携わることができるけれど、私は行政という立場から住民に協力を呼びかけていきたいと思いました。

今後は、一人ひとりが自分の問題なんだととらえて、地球に優しい生活をしていくことを、住民の方々に啓発をうながしていきたいと思っています。

Ｑ　併願状況を教えてください

Ａ，日程がかぶらない限りほとんどすべて受けました。

　　　箇条書きにすると・・・

· 東京特別区(最終合格)

· 国立大学法人　近畿(１次不合格)

· 裁判所事務官Ⅱ種　近畿(１次不合格)

· 国税専門官(１次不合格)

· 国家Ⅱ種　行政近畿(１次不合格)

· 京都市役所(２次辞退)

· 町田市役所(１次不合格)

我ながらこれでよく特別区受かったなという感じですが(笑)

私自身、東京で就職する気があまりなかったので、最初は特別区を受けるのを迷っていたぐらいでした。しかし、実際はそこだけに最終合格して、内定をもらいました。

Ｑ、併願のアドバイスをお願いします。

後輩の皆さんに伝えたいことは、最初から自分の可能性を狭めてしまってはもったいないということです。試験を受けていくうちに心境の変化があったり、結果が思うようにならないこともたくさんあります。そのためにも、できるだけ広い視野でとらえ、選択肢を多く持っておくことをお勧めします。

Ｑ、受験期間は長かったと思いますが、どのように過ごしましたか？

Ａ、　公務員試験は想像以上に長期戦でした。３年の秋頃から勉強を開始して、最終的に内定をいただいたのが９月の初め。こんなに濃くて充実していた１年はなかったと思います。

　　　私はクラブには所属せず、大学の行事運営などをする運営役員をずっとやっていました。それも３年の創大祭で最後と決め、それが終われば勉強に集中しようと決めました。ちょうど同じ頃、テレフォンアポインターのアルバイトもやめ、勉強に集中する環境を整えました。

実際に公務員として働いている先輩や行政教育センターの佐瀬先生の話を聞くと、公務員試験はそんななまやさしい試験ではないということを実感し、自分なんかが受かるのかとの不安もありましたが、祈りで不安をやる気に変え、創立者に絶対勝利のご報告をとの思いでがむしゃらに勉強しました。

Ｑ、なぜ勉強をがんばれたのでしょうか？

Ａ、　正直言って、学生時代を振り返ってもあれほど机に向かったことはありませんでした。今こそ学び、力をつけ、そして社会で実証を示していくことが創立者のご期待にこたえることになるんじゃないかなと思い、勉学に励みました。長いように感じますが過ぎてみてば１年なんてあっという間です。その間、本気でがんばったかどうかで行きたい道に進めるかどうかが決まると思えば、意外とがんばれるもんです(笑)

Ｑ何で情報を集めましたか。

Ａ、　受験ジャーナルという公務員試験専門の雑誌をよく読んでいました。勉強の仕方や試験の併願の仕方、様々な職種の紹介など幅広く載っているので参考になることも多いと思います。

あとは、行政教育センターの友達と話していてもいろいろな情報交換ができました。

Ｑ、気分転換はどのようにしていましたか。

Ａ、　私は行政教育センターの自習室で勉強していたので、そこにいる友達と話すことが気分転換になりました。公務員試験のことを一瞬忘れそうになるくらい楽しい時間を持てました。同じ目標を持った同志であり仲間であると同時に良きライバルでもあるので、励ましあい、切磋琢磨しあいながら互いに成長できる良い関係が築けたと思います。

Ｑ、試験に必要だと思うもの、ちから、は何でしょうか。

Ａ、　筆記試験でも面接試験でも、まずは自信を持つこと。実際は難しいと思います。私も試験会場で周りがすごく頭よさそうに見えて焦った記憶があります。たぶん自信は持てっていわれて持てるようなものじゃなくて、誰にも負けないくらい努力した人だけが持てるものだと思います。だから、これだけがんばったんだから大丈夫って思えるくらい試験当日までやりきって試験を迎えられればベストだと思います。

あとは平常心。自信がつくと自ずと生まれるものだと思います。普通に自分の実力を出せば受かるんだ、くらいの気持ちで落ち着いて受けられればいいと思います。

最後にいい意味での開き直り。筆記試験で難しい問題に直面しても、「きっとみんなもわからない。飛ばそう」と思えるかどうか。実際満点を取るための試験ではないので、苦手な問題は飛ばして得意な分野で固く取る方が効率がいい場合もあります。

Ｑ、面接に必要なものとは、何でしょうか？

面接でも、事前に受ける団体の施策について調べるのは当然ですが、「最後は人柄を見られるのだから、しっかり調べて、しっかり自分の言葉で伝えて、やれるだけのことはやって、それでダメならそこは向いてないってことだ」と思えるかどうか。開き直ったほうが言葉が出やすくなったり表情が生き生きしたりすることもあります。

熱意がなければやはり相手に伝わります。施策を聞くのも、知識があるかどうかというより、この子はちゃんと興味を持って知ろうとしているのか、本当に熱意があるのかどうかを見られているように感じました。受けるからには相手に失礼のないようにしっかりモチベーションをあげていくことも必要だと思います。

Ｑ、しておけばよかったことはありますか。

Ａ、　もっとしっかり自己分析をきておけばよかったと思いました。公務員試験はまず１次試験を突破するのが難しいので、面接対策が手薄になりがちです。私自身も志望動機ややりたい仕事など、面接で絶対聞かれるであろうことさえも面接直前に固めていたような有様だったので、自分の長所や短所、また今までの人生で一番の失敗はというような自分自身を振り返るような質問に対する答えを用意し切れなかったことが反省点です。

  　　それと、時計を忘れたときは、すごく焦りました。意外に時計がない試験会場も多いので気をつけてください。

Ｑ，なぜ、長い間頑張れたと思いますか。

Ａ、　公務員を目指す人にとっての勉強とは、民間の企業に行く人にとっての就職活動と同じだと思います。やって当然だし、やらないと就職できない。

私の家は経済的に、公務員試験に落ちたらもう１年勉強して目指すようなゆとりはなかったので、現役で合格しないとやばい！というような、焦りも結果的には良い方向に作用したように思います。

　　　なによりも私たち創大生の成長を誰よりも期待してくださっている創立者に就職大勝利のご報告をして少しでもご安心していただきたい！との思いから、途中であきらめるわけにはいかないと思っていました。誓いを果たすために、こんなに長い間がんばれたような気がします。

Ｑ、最後に、後輩に向けて一言お願いします。

Ａ、　壁にぶち当たることもあると思います。挫折しそうになることもあると思います。でも負けないで下さい。自分自身と向き合って壁を乗り越えられたら、きっと素晴らしい未来が待っています。諦めなければ必ず道は開けます。応援しているので頑張って下さい。
Ｔ．Ｋ　33期　法学部法律学科
（国家Ⅱ種（行政・近畿）最終合格、東京都特別区Ⅰ類最終合格　世田谷区内定）

　

Ｑ、大学入学当初から、公務員を目指されていたのですか。

Ａ、　大学１年のころは教員を目指していました。そのために教職課程もとっていましたが、私の希望していた高校社会科という区分は１００倍を超える高倍率の地域もあり、実家の経済状況を考えた場合に、絶対に就職浪人をすることは出来なかったのです。

そのため、より現実的な就職先を考えたのが大学２年の時でした。公務員を初めて意識したのは、その時だと思います。そもそも教員を目指していたのは地元（大阪）に帰りたいという理由からでした。しかし、民間でのUターン就職は厳しいと聞いていたので、公務員を考え始めました。

ちょうど、学内で公務員志望者を対象とした講座が開かれており、それに何気なく参加したこともよいきっかけになったと思います。

Ｑ、公務員の志望動機を教えてください。

Ａ、　前述したように、最初のきっかけは「地元に帰りたかったから」という動機でした。また「安定しているから」という点にも魅かれました。

しかし、このようなあまり褒められたものではない動機だけでは公務員になることは出来ないと思い、自己分析に努め、「なぜ公務員になりたいのか」を自分なりに模索しました。

その結果、やはり私は「人に尽くすことの出来る」仕事に就きたい、と思いました。

Ｑ、人に尽くすという点では、民間企業への就職は考えなかったのですか。

Ａ、　もちろん民間企業でも出来ることだと思います。ただ、企業の場合はどうしても「利益追求」が第一になります。そのため、サービスの対象が顧客に限られてしまいます。私はどうしても企業のそのような体質に辟易してしまうのです。

　　　そうではなく全ての国民のために様々な分野において尽くす公務員に魅力を感じました。目立たないが、国の根底を支えるという使命にやりがいを覚えたのです。

Ｑ、公務員の中でも特別区に決めたのはなぜですか。

Ａ、　まず、国家公務員か地方公務員かを決めるときは、より住民の人たちと近いところで働きたいと思い、地方公務員を目指すことにしました。

東京で働くことを決めたのは、大学４年間を東京で過ごして、やはり先進的な自治体が多いと思ったからです。ごみ有料化など環境問題への取り組みや、議会や首長の運営の透明度などにおいて、私の地元の関西より数段上と言わざるを得ないと思いました。やはり勤めるならそのような先進的なところの方がよい、と思うようになりました。公務員を目指したきっかけである「地元に帰りたい」という思いより、そう思う方が次第に強くなっていったのです。

　　ですから、国家公務員Ⅱ種行政近畿にも最終合格したので、地元にも帰れましたが、私は迷うことなく特別区を選びました。首都東京にありながらも地域に根ざし、区民の生活に密着し、共によいまちづくりに携わることが出来る点にも惹かれました。

Ｑ、併願状況を教えてください。

Ａ、　東京都特別区…最終合格（世田谷区内定）

　　　国家公務員Ⅱ種（行政近畿）…最終合格

裁判所事務官Ⅱ種（近畿）…１次不合格

　　　国立大学法人（近畿）…１次合格、２次辞退（あまり行く気がしなかったので）

　　　国税専門官…１次合格、最終不合格

　　　堺市…１次合格、２次辞退（特別区の最終合格後だったので）

Ｑ、併願のメリットは何だと思いますか。

Ａ、　私は全部で６つの試験を受験したのですが、これは周りと比べても、平均だと思います。併願のメリットは、なんと言っても就職浪人のリスクを軽減することでしょう。試験は年に一回しかないため、ある職種にこだわって、併願しなかった場合、合格すればいうことはないのですが、力及ばず落ちてしまったらその時点で浪人決定です。

併願を考えず、ある職種しか興味がないという人も、とりあえず併願することを強くすすめます。別のところにしか合格しなかったとしても、そこに勤めながら意中の所を再受験するという方法もあります。受験料が無料なのも、おすすめの理由です。

とりあえず受けられるだけ受けてもよいのではないでしょうか。

Ｑ、受験期間は長かったと思いますが、リフレッシュはどのようにされていましたか。

Ａ、　友人と談笑、ちょっと贅沢なおいしいものを食べる、ひたすら音楽を聴きまくる＆ライブに行くですね。

Ｑ、受験生活を振り返って、しておけばよかったことはありますか。

Ａ、　私は民間を１社も回らず、公務員試験１本に絞っていたのですが、今思えば民間も少しは回ればよかったかなと思います。それは面接慣れのためです。

私の場合は内定なしという危機的状況をなんとかプラスの方向に持っていくことが出来ましたが、民間内定はあるに越したことはないと思います。公務員試験にもゆとりをもって臨むことができて、精神衛生上とても良くなると思うからです。

Ｑ、勉強のスケジュール面で、しておけばよかったことや工夫したことはありますか。

Ａ、　私は勉強に本腰を入れてとりかかったのが試験本番の年明け１月からで、周りに比べて圧倒的に遅いスタートでした。それは自分自身を最大限まで追い込むことによって、より集中して勉強に取り掛かれるようにするための、いわば戦略であったのですが、１月というのはまさにギリギリでした。

何せ本命の特別区の試験まで、４ヶ月あまりしか残されていないのですから。しかし、戦略自体は見事に功を奏しました。毎日最低でも１０時間、日によっては１２時間の勉強を継続することが出来ました。その結果、特別区の筆記試験はほぼ完璧な出来でした。

　　　しかし心臓に悪い日々でもありました。「もう間に合わないかもしれない」そう思ったのも一度や二度ではありませんでした。やはり筆記勉強は早めに余裕をもって始めるに越したことはないと実感しました。最低でも半年前に始めればもう少しゆとりを持てたと思います。

Ｑ、厳しい試験の戦い、なぜそんなに頑張れたと思いますか。

Ａ、　前述しましたが、実家の経済状況が芳しくないため、「絶対に浪人は出来ない」という背水の陣に自らを置くことができたからだと思います。

昔から、何事においてもギリギリまで追い込まれないとエンジンがかからない性格だったので、そのプレッシャーを合格へのエネルギーに上手く変換することができたのではないかと思います。

Ｑ、試験を終えた今、公務員受験にあたって必要だと思った力は

Ａ、　「勉強における要領」これに尽きると思われます。公務員試験の出題範囲は法律から経済学、時事や歴史・英語・物理や数学など、実に広範多岐に渡ります。この一つ一つを基本書から始めているようでは到底間に合いません。要領のよい勉強方法、タイムパフォーマンスが求められていると思います。そこで私が実践したオススメの方法をひとつ紹介したいと思います。

　　　それはいきなり過去問を解く実戦形式の勉強です。試験を受けて強く残っている感想のひとつは、過去問と似たような問題、焼き増しの問題が驚くほど出題されていたということです。経済学や数的処理などでも解き方はある程度パターン化されているので、過去問の反復演習はとても効果的でした。基本書を熟読する必要性はあまり感じませんでした。過去問を解いていて解答を見ても、どうしても理解できない部分だけ、確認するために読むといった程度の使用で十分だと思います。私は、基本書にほとんど手をつけず、過去問の反復演習のみで、特別区・国立大学法人・国家Ⅱ種・国税専門官・地方上級の筆記試験に合格することができました。

　

Ｑ、岸部さんにとって公務員とは何でしょうか。

Ａ、　とても難しい質問だと思います。まだ実際に働き始めてもいない私が軽々しく口にするのもおこがましいので、この質問の答えを見つけることをまず初めの目標として、４月から働いていきたいです。

　　　ただ、実際に公務員として働いていく上で、これだけは忘れずに持ち続けていきたいと思う心構えならひとつあります。それは「本当の意味での『役人』でありたい」というものです。近年、「役人」という言葉には「お役所仕事」などというようにマイナスイメージが付きまとっているように思われます。しかし役人とは本来、「人の役に立つ人」という意味だと私は思います。そして私は、住民の方々からその本来の意味での「役人」と呼んで頂けるように、「人の役に立つ人」であり続けていきたいです。

Ｑ、入庁してやりたいと思っていることを教えてください。

Ａ、　防災関係の業務に携わりたいです。私は小学生の時に地元の大阪で阪神大震災を経験しました。そのとき天災の恐ろしさを知ると同時に、そのような災害から住民の生命や財産を守る行政の責任を知ったのです。東京では昨今、首都直下型地震の発生の可能性が叫ばれています。私は阪神大震災の時のような悲劇を東京の人々に味わってほしくない。それを防ぐために私たち公務員に課せられている責任の重さを実感し、災害に強いまちづくりを区民と一緒になって実現していきたいです。

Ｑ、最後に、後輩に向けてのメッセージをお願いします。

Ａ、　メッセージなど偉そうに言える立場では全然ありませんが、２点だけ言わせて頂きたいと思います。

まず、今までの人生で一番死にもの狂いになって下さい。民間企業の採用状況改善に伴って、少しは倍率も下がりましたが、依然として公務員試験はまだまだ狭き門です。生半可な努力では合格は難しいと思います。そのためにも日々の勉強を怠らないようにして下さい。試験は面接以降が本番というのはまぎれもない真実だと思いますが、筆記試験を通過しない限りはそこにすら到達できません。まずは筆記試験合格に向けて黙々と勉強をこなし続けて下さい。

　　とはいっても、勉強ばかりそんなに続けることは出来ません。人間ですから辛いことから逃げ出したくなる時も多々あると思います。そんな時の為に２つ目、同じく公務員を目指す友人をたくさん作って下さい。そして、辛い時期は共に支えあって乗り越えていって欲しいと思います。私自身も、繰り返す勉強漬けの毎日に苦しみ、何もかも投げ出したくなった時もありました。その時に私を支えてくれたのが公務員志望の同期の友人たちでした。みんなの存在がなければ、おそらく合格することは出来なかったと思います。皆さんにも是非、そのような友達を見つけて欲しいと思います。

　　私は行政教育センターで毎日勉強していました。そしてそこで多くのかけがえのない同期の友人と出会いました。もしみなさんが独りで勉強していて、共に戦う同士が欲しいと望んでいるのであれば、是非一度行政教育センターに足を運んで見てください。きっとそこで見つけることが出来ると思います。

　　公務員試験は努力すればするほど、それが実を結ぶ試験だと思います。「自分はこれだけ努力してきたんだ、合格しない訳がない」そう胸を張って言い切れるまで、努力してください。そうすればきっと公務員になることが出来ます。みなさんのご健闘を心からお祈り申し上げ、私からのメッセージとさせて頂きます。
Ｈ．Ａ　３３期　法学部法律学科　
（横浜市役所内定）

Ｑ、入学当初、進路についてどう考えていましたか？

Ａ、　大学１年の頃は、法学部に入ったので、ロースクールに進学して、法曹になりたいと考えていました。当時は、弁護士も検察もいいなと思っていました。国というか、組織に所属してするのが、自分に向いていると思っていました

Ｑ、就職は考えましたか？

Ａ、　理由は特にありませんが、就職は考えられませんでした。公務員も考えていませんでした。よく知りませんでしたから。

Ｑ、なぜ公務員を志望しようと思ったのですか？

Ａ、　大学２年の時が転機になりました。前期に、ロースクールで勉強している先輩方や司法試験合格者の話を聴く機会があったので参加しました。人生をかけて、勉強している先輩の話を聞いて、自分はそこまでなりたいわけではないことに気がついて、進路をもう一度考え直してみました。

後期に、ゼミの勉強会がスタートしました。民法が好きだったので、法律に関わる

仕事に就きたいと思うようになってきました。他に、法学部企画の関係で裁判所に行く機会が多かったこともありますね。最後まで、公務員になりたかったのではなく、裁判所で働きたいというのが大きなモチベーションになっていました。

Ｑ、なぜ横浜市を志望されたんですか？

Ａ、　昔から横浜が大好きなんです。あと、きさくな先輩職員の方々と一緒に働きたいと思ったからです

Ｑ，勉強はいつごろからはじめましたか？

Ａ、　大学３年から、ＴＡＣ（＊１　学内講座）に通いました。正直、あまり役に立ったとは言いがたい面もあります。やはり、独学というか、自分で勉強することが大切ですね。

Ｑ、勉強は大変だったと思うのですが、頑張れた理由を教えてもらえますか？

Ａ、　まわりが頑張っていたからですね。ゼミ生やロースクールを目指している友人たちのおかげです。その人達に勉強を教えてもらったり、息抜きに話したりして、支えてもらいました。

Ｑ、やっておけばよかったことはありますか？

Ａ、　こつこつ努力できなかったこと。特に、数的処理に関わることですね。これは、私の性格に由来するものなんでしょうけど（笑）。

Ｑ、勉強で何か工夫したことはありますか？

Ａ、　法律科目は、問題集を解きました。法学部ですし、ゼミで民法を専攻していますから、あまり苦労しませんでした。横浜市は、試験が特殊です。出題範囲がとても広く、教養に専門が含まれていたり、時事に芸能やスポーツも出題されたりします。対策のしようがないので、運が大切です（笑）。

Ｑ、併願先を教えてください。

Ａ、　国家Ⅰ種、Ⅱ種、参議院事務局Ⅰ種、東京都特別区、裁判所事務官、横浜市を受験

しました。横浜市に最終合格して、内定をいただきました。

Ｑ、面接対策はどのようにしていましたか？

Ａ，　模擬面接は受けませんでした。費用がかかるし、あまり有効だとは思えなかったので。頭の中で、志望動機や自己ＰＲを考えて、質疑応答しているイメージトレーニングをしたことがよかったと思います。文章をつらつらと暗記するのではなく、キーワードを覚えてその場の雰囲気に合わせて、自分らしく話せたのがよかったみたいです。

Ｑ、伺っていると、横浜市の対策をあまりしていなかったようなのですが・・。

Ａ、　そうかもしれません（笑）。横浜市は、一次試験の問題がすごく広い範囲から出題されている上に、問題が公表されないため、対策が難しくなっています。筆記の結果はあまり自信はありませんでした。ですから、私は面接で受かったと思っています。面接で、素直に、自分らしさを見せることができました。それが、よい方向へつながりましたね。

Ｑ、これからやりたいことは何ですか？

Ａ、　仕事する上で、人との関係（タテ、ヨコ、人脈）が大切になってくると思います。ですから、そのあたりを意識しています。

Ｑ、第一志望と違う職場に就職することについて、どう思いますか？

Ａ、　確かに、横浜市の業務は、裁事でやりたかったことと違います。でも、それもありかなと思います。横浜市に受かるまでは、来年もう一度裁判所事務官を受験しようと考えていました。でも、今は横浜市で頑張りたいと思っています。

Ｑ、最後に、後輩に向けてメッセージをお願いします。

Ａ、　大学の４年間でわかることは限られています。いつ自分の考えが変わるかわかりません。ですから、１年生の頃に考えていたことに固執するのはもったいないなあ、と思います。自分がやりたいことをあせらず見つけてほしいですね。

＊　横浜市役所の情報

試験日程　６月第４週の日曜

　　　　　（政令指定都市や県庁の試験日）

申込者　　　　　１６９２人

受験者　　　　　１３４５人

１次試験合格者　　７３９人

２次試験合格者　　４０５人

最終合格者　　　　１９２人
（平成１８年度採用試験の実施結果。横浜市役所ホームページより）

＜横浜市の試験の流れ＞

１次試験

筆記　　予想できない。国Ⅱできれば、大丈夫との先輩職員の声

　　　　　↓

２次試験

ＳＰＩ、教養論文

面接　　

１：２　（受験生：面接官）

大部屋にブースが作られている。若手職員が２名ブースに待機。

面接カード提出。最終面接まで使用するので、きちんと準備して作成しよう。

３次試験

面接　

１：３　（受験生：面接官）

中堅職員や中間管理職が待機。

記述試験（専門）、身体検査

＜質問されたこと＞

なぜ公務員か

今まで力を入れて取り組んだこと

自分のキャッチフレーズ

得意科目、ゼミについて

個性（長所、短所）

面接カードの自由記入欄について

卒論について

サークル

趣味の話　→　ストレス発散できるか聞いている

＜感想＞

面接カードは考えながら、用意した。

２次の面接はきつい。

雰囲気違う。

明るく元気な自分をアピールできたから、受かったんだと思う。　

横浜市は、積極的に行動する人をほしがっていると感じた。
Ｔ．Ｉ　３３期　法学部法律学科　
（大阪府松原市市役所内定）

Ｑ、公務員を目指す以前に目指していた夢はありますか。

Ａ、　小・中学校くらいは漠然と国際系の仕事がしたいなぁと思っていました。（ＣＡとかグランドホステスとか通訳とか。）でも、それに向けて頑張っていたわけではなく、憧れというかんじでした。

Ｑ、どうしてそうした国際系の仕事に進まなかったのですか。

Ａ、　英語は好きだけど、それを仕事にしたいという気持ちがうすかったからだと思います。また、大学の学部を決めるにあたり、英語だけでなく、幅広い知識を身につけた人になりたいと思っていたことも、進路変更につながったと思います。

Ｑ、公務員を目指すようになったきっかけを教えてください。

Ａ、　きっかけは両親の言葉です。一生懸命働きたいと思っていた私は、単純に企業だと思っていました。しかし、「一生懸命働きたいならなおさら公務員やで。男女平等やし、ちゃんと休みもとれて、保障もいっぱい付いているほうがいいじゃないか」と言われ、それもそうだと思いました。また、「仕事＝人のため」という理念が明確なところも、働き甲斐があるなと思いました。

Ｑ、いつから勉強を始められたのですか。

Ａ、　受験する年の１月上旬です。（詳しくは１月６日）

Ｑ、併願状況を教えてください。

Ａ、　受験した試験は、東京都特別区、大阪府警、国立大学法人等、独立行政法人（日本学生支援機構）、国家Ⅱ種、地方上級（堺市役所）、尼崎市役所（兵庫県）、松原市役所（大阪府）

Ｑ、どのように情報収集しましたか。

Ａ、　受験ジャーナルや予備校のメーリング（クイック　無料で試験情報を提供）、webサイトなど。いつどんな試験があるとか、予想問題が載っていました。友人ともこまめに近況を報告しあうことで勉強の進み具合も知ることができ、モチベーションもあがりました。
Ｑ、受験期間中の過ごし方についてコツはありますか。

Ａ、　コツ・・・欲求不満をなるべくためないようにしました！勉強中は動かないからチョコは食べないでおこう・・・とか考えずに、飴がいる！チョコが食べたい！と思ったら、学ホに行っていました。食費のことを気にしないようにしました。

また、どうしてもクラブで気になることがあったら、会いたい部員に連絡をとって、話をしたり、聞いたりしました。（たいてい話をすると、自分は今は勉強をするときなんだ・・・と、決意できました。）

ゼミも一応ゼミ幹事だったので、出席するようにはしました。みんなに会うことで自分がやるべきことが見えたり、息抜きにもなったりしました。いろんな場所で責任職についていたので、自分との戦いである勉強生活に孤独になることなく、自分を見失わずに頑張り切ることができました。

Ｑ、公務員試験において必要なものを教えてください。

Ａ、　特に思いつかないのですが、学生生活で、勉強以外に自分が今いる場所で、思う存分戦ってきて良かったと思っています。そこで頑張りきることで、自分の自信になるし、経験にもなったからです。

Ｑ、しておけばよかったことはありますか。

Ａ、　講座くらいはでておけばよかった！（笑）

部長をしていたので、クラブをぬけることはできない・・・と、思っていましたが、執行のみんなを信じて、任せればよかったです。

Ｑ、厳しい試験をなぜ最後まで頑張れたと思いますか。

Ａ、　勉強から逃げないと決意できたからだと思います。何より一緒に頑張る友人があきらめることを知らなかったのが大きいです！自習室は触発の場です。

Ｑ、公務員もしくは市役所の魅力を教えてください。

Ａ、　自分のやること＝市民のためと直結しているところです。そして「市民の方」と一言に言っても、高齢者や生まれたての赤ん坊、会社の社長や貧しい方も、どんな状況の人も対象という点も大きな魅力です。公務員は全体の奉仕者なので、どうすることが地域の方にとって一番価値的かを考えていけることにやりがいを感じると思います。また、制度が整っているため安心して働けることも、多くのことをチャレンジする上で大切なことだと思っています。

Ｑ、最後に後輩に向けてメッセージをお願いします！！

Ａ、　「学問に王道なし」です！！あきらめなければ、かならず合格できます！！何のために公務員を目指すのか、どの分野で自分は戦いたいのか、決意が深い分やりがいが見えてきます。そして今こそ弱者の視点に立った新しい職員が望まれていると思います。創価の学び舎で学んだことは全て活かされると言われる、地域の中心地となる役所で共にがんばっていきましょー！！
Ｋ．Ｕ　３３期　法学部法律学科

（国税専門官試験最終合格　東京国税局内定）

Ｑ、大学に入学した頃から、国税専門官になろうと思っていたのですか？

Ａ、　大学入学当初は、漠然と検事になろうかなと思っていました。ちょうど、某有名俳優による検事が主役のドラマがやっていた影響です（笑）。１年生の時は、将来のことよりも、とにかく大学生活を楽しみたかったので、週５でバイトしていました。

Ｑ、では、いつごろから国税専門官になりたいと考えましたか？

Ａ、　大学２年の秋ごろだったと思いますが、ゼミの先生に、弁護士としての５年後を考えられるかと質問されたときに、まったく想像できなかったんで、自分がやりたいことを真剣に探してみました。まわりのゼミ生はロースクール進学希望者が多かったのですが、将来彼らと一緒に働いたときに自分らしさを発揮できる職業がないかな、と考えていたら、「税」を扱う仕事があったので、これだな、と思いました。

Ｑ、税を扱う仕事としては、税理士もあったと思うのですが、なぜ国税専門官を希望されたんですか？

Ａ、　扱うものが違います。税理士は国家資格を取得して、税務申告に関する仕事を行います。国税専門官は、徴税権を扱う国家機関である国税局で勤務して、企業の税務調査や脱税の摘発を行います。私は、「戦う国税」になりたい、と考えて国税を選びました。

Q、当初、公務員について、どのようなイメージをもっていましたか？

Ａ、　1年の頃は、選択する職業の一つとして考えていました。公務員について調べる中で、国税専門官になりたいと思いました。決して、公務員になりたかったわけではありません。

合格してみると、結構、安定している実感がわいています（笑）。ただ、公務員になったからといって、その地位にしがみつくのではなく、職務を全うするために専門性を高めていきたいと思います。

Ｑ，試験の成績を教えてもらってもいいでしょうか？

Ａ、　いいですよ。国家Ⅰ種は６２点（教養２８点　専門３４点）で残念ながら、１次落ちでした。まあ、国税が第一志望ですし、問題を集めるために受けただけですから特にショックはありませんでした。本番慣れできたのもよかったですね。

本命の国税は５９点（教養２８点　専門３１点）でした。ちょっとミスっちゃいました。しかし、専門記述がうまくいって、最終順位は満足のいくものになりました。　

（＊　最終順位　１１３位　　平成１８年度最終合格者１２００名程度　）

Ｑ、何点取れば最終合格できるのでしょうか？

Ａ、　国税専門官の合格最低点は、５３点程度になっています。専門記述が一定量きちんと書いてあることが前提ですが。ただ、内定を確実にいただくためには、６０点程度を目標にするとよいと思います。国税専門官試験は、面接試験は得点に配分されないので（合否判定のみ）、筆記が大事になります。

Ｑ、勉強について伺います。どのように、勉強してきたのですか？

Ａ、　大学３年４月から勉強を開始しました。早稲田セミナーのフルコースを申し込んで、（３０万円強）１０月までバイトしていましたから、１１月、１２月から本格的にはじめました。その頃は、ビデオを見るため、立川に通っていました。２月からきちんと本腰を入れました。

2月から、国税ゼミ（＊１）が始まったので、週１で高田馬場に通っていました。ゼミの内容はわかりやすくてよかったですし、高田馬場に行くと、まわりにライバルがいたので、よい刺激になりました。

Ｑ、国税専門館試験は、商法と会計学があるので、併願が難しいといわれていますが？

Ａ、　そんなことはありません。商法は２問しか出題されませんから、過去問をやって、当日１問解けるようにしておけば十分です。会計学は、７問出題なので、大切ですが、過去問を見ればわかると思いますが、４問は確実に解ける問題が出るので、それを確実に解けるようにしておいて、プラスアルファを狙うようにすれば、大丈夫です。

Ｑ，ストレス解消法を教えてください。

Ａ、　友人と歓談したり、恋人と楽しく過ごしたりして、人と会って話すことがストレス解消法でした。特に、２，３月は落ち込むことがよくあるので、自分なりのストレス解消法を見つけておいたほうがいいですね。

Ｑ、公務員試験は過去問が大事だといいます。その点はどうでしたか。また、長期休みの過ごし方で、何か工夫はされていましたか？

Ａ、　重点科目は、過去問を6周。その他の科目は3周しました。問題を見た瞬間に答えとその理由が浮かぶくらいやらないとダメですね。試験本番では通用しません。

長期休みは、適切に勉強量を維持する毎日でした。無茶しなかったことが工夫といえるかもしれませんね。

Ｑ、やっておけばよかったことはありますか？

Ａ、　国Ⅰの問題を解いておけばよかったですね。もう一段階上の勉強をして、知識の定着や実力向上を図っておけばよかったと思います。

あと、勉強に、手をつけるのが遅かったですね。年内に全範囲の問題集を１周しておきたかったです。過去問演習は、１回目が一番時間を食うんですよ。２月からやると、やる気がそがれましたね～。

Ｑ、もし、失敗談があれば、参考にしたいので、教えてください。

Ａ、　スケジュール面ですが、デートやバイトで遊びすぎました（笑）。

Ｑ、国税専門官の魅力を教えてください。

Ａ、　他の公務員よりも、ヒエラルキーがはっきりしているため、出世の階段が見えやすいんです。税務署から国税局、さらには国税庁や財務省主税局など、様々な環境を登りつめていく楽しみをもてるのが自分に向いていると思いました。

Ｑ、役に立った書籍があれば、教えてください。

Ａ、　「スラムダンク」ですね。勇気をもらいました。それに、あきらめないことの大切さを教えてもらいました。あと、国税を志望する人には「東京国税局」立石泰則がおすすめです。読みやすいし、おもしろいです。

Ｑ、公務員試験に必要な条件を挙げていただけますか？

Ａ、　志望理由、金、計画性ある行動の３つです。志望理由とは信念のことです。なぜ自分がその仕事に就きたいのかを真剣に考えて出した結論を大事にしてください。試験に受かるには金が必要です。私はバイトで貯めた金を使いましたが、可能なら親に頼るのも手だと思います。

計画性ある行動とは、簡単に言えば、受験スケジュールを最初から最後（合格）まで、あらかじめ考えておきましょう、ということです。どの時期に重点的に何を学習するか、どの分野で何点とるかなどを考えておくのも重要です。

Ｑ、国税専門官について、アピールをお願いします。

Ａ、　同期に年齢差がある（２１歳～２６歳が受験可能、年によって若干変動）ため、同期に個性がある人が多いですね。

また、国税というと、企業をいじめるイメージがありますが、実際は、相手の実情に合った対応ができます。人と人の関係が重視される仕事といえます。ノルマも特にありません。そういう怪しい情報に踊らされずに、一緒に「正直者がバカをみない社会」をつくりましょう。

Ｑ、最後に、後輩へ向けてメッセージをお願いします。

Ａ、　「やりたいことを見失うな」の一言です。なぜ自分がそれになりたいのか、その出発点を大切にしてほしいと思います。それと、現役で受かる試験ということですね。しっかり勉強してください。必ず受かります。

最後に、信念、友人や恋人など、なんでもいいので、支えになるものをもちましょう。ただ、それを勉強から逃げる理由にしないように気をつけてくださいね。

＊１　国税ゼミ（早稲田セミナー）について　　

１２月に試験。費用６万円　４０人1クラス（他に中央大学駅前校に1クラス）

２月開講。於：高田馬場　講師　川井先生　

全１３回　（数的処理３回　民法４回　経済学1回　会計学2回ほか）

内容　　

解放のレジュメ、弱点克服に主眼を置く、基礎から実践まで高める

記述は理解しやすいレジュメを渡されて読む形式

＊２　国税専門官のユニークな試験制度

・税務署訪問
１次試験合格後（封筒で通知が来ます）、税務署を訪問して業務を説明してもらいます。

（八王子税務署か立川税務署が一般的）

やり方

税務署に電話をして、日程、時間を予約。

＜内容＞

副署長が対応してくれることもあります。緊張しますが、なごやかな雰囲気で、雑談をする感じです。勤務希望先や志望している部門を聞かれることもあるので、きちんと対応できるように準備しておいてください。

・合格前に合格を通知する電話がかかってくる（８月中旬）
試験成績は関係なし。

＊３　資格取得に有利な国税専門官

一定年数が経過すると、税理士試験の科目が免除される。

２０年以上勤務すると、税理士の資格を取得することができる。

＜東京国税局の面接＞

・面接の内容

模擬面接を国税ゼミでやってもらった。

国税専門官の面接試験は、１（受験生）：３（面接官）の形式

1、 志望理由

　きっかけと動機はわけて聞かれる

　きっかけは、最初になぜ国税専門官になろうと思ったかについて

　動機は、本格的に志望した理由

2、 面接カードに書いたこと（１次試験合格後、面接カードが送付される）

3、 アルバイト、こまったこと、など

・感想

質問内容というよりは、質問に対する反応を見ているようだった。

話の流れが大事。

ガチガチに緊張しても、質問した人の顔を見て、精一杯の笑顔で対応。
Ｍ．Ｔ　３３期　法学部法律学科　
（国税専門官試験最終合格　東京国税局内定）

Ｑ、公務員より以前に目指していた夢はありましたか。
Ａ、　特にありませんでした。

Ｑ、では、公務員を目指すまでは民間就職を意識していたということですか。また、法学部もしくは創価大学を目指された理由は何ですか。

Ａ、　公務員を目指すまでは、漠然と民間を意識していました。特にどんな仕事をしたいということは無かったです。創価大学を目指した理由は、妹が関西校に通っていて、その姿を通して、創価教育に興味をもったからです。法学部にしたのは、法学を学んでいて損は無いなと思ったから。

Ｑ、では、公務員を意識したのはいつごろで、そのきっかけは何ですか。

Ａ、　３年次の４月、きっかけはガイダンスと、先輩や友人に公務員を目指している人がいたことです。ガイダンスの内容は詳しく覚えていませんが、特に目指しているもののなかった私に、公務員という選択を与えてくれるきっかけになりました。
Ｑ、公務員の志望動機を聞かせてください。

Ａ、　人の役に立つ仕事、安定している、地元の試験に受かれば地元に帰れる等、今思えばすごく安易なものでした。

Ｑ、現在はどうお考えですか。

Ａ、　今もそんなに変わってないかもしれません（笑）。

国税専門官に限定していうと、国家の基礎である国税に携わることで、国民に貢献できるやりがいのある仕事だと思っています。また、正直、国税しか受からなかったということもありますが、一分野のスペシャリストとして働けることも私にとって魅力があります。さらに、研修制度が充実しているので、自分を高めていける仕事だと思いました。
Ｑ、国税専門官の研修制度について具体的に教えてください。
Ａ、　まず、１年目に４ヶ月の基礎研修があります。そして２年間の実務を経た後、７ヶ月の専科研修を受けます。それ以外にも海外取引を学ぶ国際租税セミナーなどがあります。これだけの研修制度はなかなかないと思いました。

Ｑ，併願状況を教えてください。

Ａ、　奈良県上級、東京特別区、国立大学職員、裁判所事務官Ⅱ種、国家Ⅱ種です。

併願をすると、試験慣れできます。どんどん試験を受けていくにつれて、時間配分などを自分でつかむことができました。また私みたいに併願した官庁が、それを目指すにつれ第一志望になっていくこともありますね。

Ｑ、情報収集はどのように行いましたか。

Ａ、　基本的にパンフレットや説明会、ホームページなどで情報収集しました。とくに、説明会は職員の方の生の声が聞けるのでよかったと思います。
Ｑ　受験期間は長かったと思いますが、期間中の過ごし方についてのコツはありますか。

Ａ、　勉強はやれる時にやることかな。例えば講座終わりにすぐ復習するとか。あと３年の後期や４年の前期は、試験勉強に時間を費やせるように授業を組みました。４年の前期はゼミだけなど。基本的に普段の生活は勉強で、ゼミがある時は、ゼミに短期間集中するといった過ごし方をしていました。

Ｑ　気分転換はどのようにしていましたか。

Ａ、　学校にいる時は、公務員志望の友達と話したり、コーヒーブレイクをとったりしていました。休みの日は、駅前をぶらぶらしたり、趣味のプロレスを見に行ったりしていました。

Ｑ、試験を終えた今、公務員受験にあたって必要だとおもった力は何ですか。　

Ａ、　地道に努力できることが一番大切だと思いました。勉強は、自分との戦いです。その戦いに負けずに、こつこつと地道にやることが、勝利に結びつくと思います。また、２次試験では、あきらめないことが大切だと感じました。

Ｑ、「こつこつと地道にやる」ために工夫したことを教えてください。

Ａ、　とりあえず朝早く起きることを心掛けました。そしてその日やることを大体決め、それを実行するということをしていました。

Ｑ、厳しい試験の戦い、なぜそんなに頑張れたと思いますか。

Ａ、　一緒に公務員を目指している友人の存在が大きかったです。共通の目標を持っているので悩みも共有でき、お互いを励ましあえました。１人では結果を出せるまで頑張れなかったと思います。　
また、創立者にお応えしたいという気持ちが、最終的に私を支えてくれました。公務員を目指している仲間で、受験前に創立者に決意をお届けし、そこで誓ったことが私を最後まで支えてくれました。

　

Ｑ、受験勉強や筆記試験、面接試験において、しておけばよかったことや、自分自身が工夫したことはありますか。

Ａ、　①勉強においては、基本的に大学講座の日程に合わせてスケジュールを立てていました。しかし、勉強し始めの頃は、完璧なスケジュールを立てすぎて、全くこなせなかったです。それからは、スケジュールはおおまかにして、その通りにいかなくても落ち込まないようにしていました。スケジュールは、スケジュールどおりにはいかないぐらいに思った方がいいのかもしれないです。
　　　②筆記試験当日は、トイレがすごく混むので、自宅ですませた方がよいと思います。また、当日ではありませんが、前日まで時計を用意し忘れ、夜にあわてて買いに行きました。会場でも数人忘れている人を見かけたので、注意した方がよいです。さらに、一度、終了時間を間違えてしまって、パニックになりかけたことがあります。
　　　③面接試験については、あまり対策をしていなかったので、苦労しました。特に志望動機。志望動機を固めきれないで受ければ、必ずといっていいほど面接で失敗しました。

Ｑ、大学生活においては、しておけば良かったことはありますか。　

Ａ、　留学です。日本以外の国をじっくり見てみたかったという思いがあります。

留学生や留学していた友人と話すと人間としての幅が広いなと感じることが多いです。それがあるので、経験してみたかったという思いがあります。

Ｑ、あなたにとって公務員とは何でしょうか

Ａ、　公務員の仕事は、スケールの大きなものや地域密着のものもある幅広いものです。その中で自分にあったものを見つけることができる魅力がある職業だと思います。

Ｑ、入庁してやりたいことは何ですか。

Ａ、　まだ具体的には考えていませんが、今少しずつ英語を勉強しているので、英語を使える仕事をしたいです。そういう仕事ができる自分になりたいという願いもこめて。

Ｑ、最後に、後輩に向けてのメッセージをお願いします。
Ａ、　とにかく、創大生活を有意義なものにして下さい。そのためにも自分がやりたいと思ったことは、何でも挑戦していってもらいたいです。
Ｓ．Ｋ　33期　法学部法律学科　

（国家Ⅱ種最終合格、東京都特別区最終合格、裁判所事務官Ⅱ種　東京高裁内定）

Ｑ、大学入学当初から公務員を目指していたのですか。

Ａ、　大学には、弁護士になりたいという思いで入学しました。

弁護士を目指したのは、高校２年生のとき、身近な人がある事件で裁判所に関わったことがきっかけでした。具体的なお話は出来ませんが、不幸の最中にあって、弁護士の方の親切で温かな対応というのは、私にとって、心に大きく残るものでした。

そして、大学に入学してからは、国家試験研究室の法職課程に入り、２年生のころまで講義に参加していました。

Ｑ、どうして弁護士を目指さなくなったのですか。

Ａ、　一言でいうと、自分が思い描いていた弁護士の理想像と現実の弁護士像との間にギャップを感じたからです。

　　　たとえば、弁護士は担当した被告ならどんな人であっても弁護しなければなりませんが、私は信念を曲げてまで弁護する自信はありません。

また、弁護士も一企業人であることから、本当に困っている人だけを助けられるわけではないのです。このことから、私は、弁護士をやめました。

Ｑ、では、いつごろから公務員を意識し始めたのですか。

Ａ、　３年生のはじめ、ゼミの先生にすすめられたのがきっかけです。

　　しかし、正直公務員のイメージは、地味だし、何の仕事をしているかわからないという感じでした。そこで、私は官庁・役所のＨＰを見たり、公務員を目指している友人に話を聞いたりして、具体的な公務員像を掴んでいきました。すると、働くということを考えた際に直接人のために働きたいと思った自分にとって、公務員はまさに自分がなりたい職業でした。

Ｑ、公務員の中でも、裁判所事務官を目指したのはなぜですか。

Ａ、　当初は役所で働く地方公務員を目指していました。役所では、住民の最も身近な立場に立って、興味のあった環境分野や青少年健全育成の分野に携われるからです。

しかし、一方で裁判所に関わりたいと思う自分もいました。高校時代の経験で、「もし、事件・事故があっても、裁判所が情に屈せず判断してくれる」というように裁判所というのは人々に安心を与えているところなんだなぁを感じたからです。

そんなとき、偶然にも去年裁判所事務官に合格しというＯＧの方に話を聞く機会がありました。その方の話を聞くと、事務官は裁判所に救済を求めてやってくる人々と直接触れ合う貴重な仕事をすること、自分が担当する部に関する法律の勉強は欠かせないという向上心のある職場であること、「事務官の次は裁判所所書記官」というステップアップがあることなどを知りました。この後、ＨＰを見るなどして調べていくうちに、自分の中で本命の職種となっていきました。

Ｑ、併願状況を教えてください。

Ａ、　裁判所事務官Ⅱ種（最終合格）

東京都特別区（最終合格）

国家公務員Ⅱ種（最終合格）

神奈川県庁（１次合格、２次辞退）

国立大学法人（１次合格、２次辞退）
Ｑ、受験期間は長かったと思いますが、期間中の過ごし方のコツはありますか。

Ａ、　スケジュール管理は大事です。私は、試験本番の日から逆算して、１ヶ月ごとの目標を立て、それから、今月分の計画を細かく立てました。ただし、日曜日は予備日・休憩日として空けるようにしていました。

　　　そして、毎日の勉強時間を細かく書き込んでいくことで、士気を高めました。勉強する量が多いため、やみくもに手を付けていては失敗します。

　　　あとは、自分なりのリフレッシュ方法を必ず持つようにしてください。私は、友人と遊んだり、大好きなチャップリンの映画を見にいったりして気分転換をしていました。

Ｑ、学内講座は利用されていましたか？

Ａ、　３年生の春から講義に参加していました。

まず、学内講座のメリットですが、講義は週３回あるので、勉強のリズムを作ってくれます。また、費用面も、学外で受ける予備校に比べると格段に安いですね。確か６万円前後でした。交通費もかかりません。講義を欠席した場合は行政教育センターで講義のＤＶＤを借りることができます。

逆に、デメリットは、講義のスピードが本試験と照らし合わせると遅いということが挙げられます。私は、夏休みごろ、行政教育センターでＤＶＤを借りて、先に先に勉強を進めていました。また、科目によっては、分かりにくい講師の方もいました（汗）

さらに、学内講座では、択一・論述試験の対策はしてくれますが、面接試験の対策は全くないため、各自で取り組まなければならず、この点は大きなデメリットであると思います。現時点でできる面接対策としては、大学教授や友人と面接練習を行うことをおすすめします。
Ｑ、そのほかの予備校は利用されていたのですか？

Ａ、　本試験の４ヶ月ほど前から、早稲田セミナーの都庁・特別区ゼミ（＊１）に入りました。自分で予備校に足を運んだときにこのゼミを知り、合格者の輩出率が高いことを聞きました。

ゼミは通常の講義と違って、少人数であり、参加型の授業であることから、受講者の意識も高く、良い刺激を受けました。

Ｑ、面接対策はどうしていましたか？

Ａ、　予備校で知り合った友人たちと練習していました。面接官３人を想定し、面接カードを利用しながら、本番さながらの練習をしました。

１次試験が終わってから、週１回のペースでやっていました。皆、合格するために必死なので、お互い厳しい指摘をし合いながらの有意義なものでした。

Ｑ、本試験でやっておけばよかったことはありますか。
Ａ、　筆記試験はシャーペンではなく指定の鉛筆を使えばよかったです。シャーペンでマークすると機械が読み取れないかもしれないということを聞き、合格発表がでるまで不安で一杯でした（笑）。

　　　あと、面接試験で退出するときよろめいてしまいましたが、最後まで気をゆるめないこと、食事・睡眠は十分にとるべきことの重要性を実感しました。

Ｑ、どうして、最後まで頑張れたと思いますか。

Ａ、　浪人は避けたいという焦りもありました。しかし、両親や創立者への感謝の気持ちを結果をもって示したいという思いが強かったからこそだと思います。そして、行政教育センターや予備校で知り合った仲間がいたことは大きかったです。

Ｑ、裁判所事務官の魅力を教えてください。

Ａ、　国民に安心を与え、法律によって国民を守るという重大な使命ある裁判所という場で働くことの責任感の重さと誇りでしょうか。

　　　また、先ほども話したように、「裁判所書記官」というステップがあることは、向上心をもって勉強したい私にとっては非常に魅力的です。

Ｑ、最後に後輩に向けてメッセージをお願いします。

Ａ、　何か一つの目標を目指して走るとき、道に迷うことがあります。本当にこれでいいのか、このまま走り続けて大丈夫なのかと不安になることもあると思います。

　　　だから、その道を進もうと、公務員になろうと思ったときの初心を忘れないで下さい。私自身、始めから最後まで、何のために大学にきたのか何のために公務員になるのかを常に問いかけながらの戦いでした。

最後に、私が受験中、胸に刻んでいた言葉を送ります。

「努力した人全員が勝てるか、といえばそうではない。しかし、勝ってきた人は一人残らず努力した人である。」
· １　都庁・特別区ゼミ

早稲田セミナーのゼミ形式の講座。定員３５名。東京本校通学課と中央大学駅前校の２クラスが開催されていた。択一、論文、面接対策をするため、内定者を多数輩出。1月中旬から、ガイダンス＆選抜試験。

コラム　　　　　　　　　心理職公務員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はじめに

　心理職公務員とは、法務省が管轄している刑務所や少年院で罪を犯した人を更生することを職業とする公務員のことです。勤務地は、全国の刑務所や少年院となっています。

1、 心理職公務員にはどのようなものがあるか

1 国家Ⅰ種（人間科学Ⅰ）　採用数１０名程度

採用先は法務省。採用先で業務内容は異なる

一次試験の６割が心理学に関する多肢選択問題。

二次試験の４割が心理学に関する専門記述問題。

試験問題は全体的にかなり高度な内容で、心理学に関して広範かつ深い知識を有していることが前提となっている。

2 法務教官　　　　　　　　採用数２００名弱

少年鑑別所・少年院にいいて、非行をおかした少年たちの更生教育に従事。

＜択一式＞

教育学15問、心理学11問、社会学9問、青少年問題5問

＜記述式＞

二次試験では、面接・身体測定・身体検査のみが行われる。

③　家庭裁判所調査官補　　　採用数６５名程度

　家庭に関する事件や少年事件の審判および調停に必要な調査を行います。

一次試験は択一式で、

心理学6問、社会学7問、社会福祉6問、教育学6問、

心理学＋法律学、社会学＋法律学、社会福祉学＋法律学、教育学＋法律学（各6問ずつ）

以上より、6題選択となっています。

　　二次試験は、課題式論文、専門記述（①心理学概論②社会学概論③社会福祉概論④教育学概論のうち1科目、憲法、民法、刑法）、口述試験となっています。

　

2、 心理学のおすすめ書籍

心理学　無藤隆他著　有斐閣

心理学　第二版　鹿取廣人・杉本敏夫編　東京大学出版会

キーワード心理学　　重野純著　新曜社

Ｔ．Ｓ　　大学院文学研究科　教育学専攻　臨床心理学専修修士２年　

（法務技官）

Q、大学当初から公務員を目指していたのですか？

A、　はい、大学当初から法務技官になりたいと思っていました。法務技官は高校のときからの夢でした。

Q、法務技官になろうと思ったきっかけを教えてください。

A、　私が１７歳のとき、高校の部活で一緒だった友人であるＮくん（仮名）の幼馴染が刺殺されるという事件が起きました。Ｎくんが泣きながら私にその苦しみを話してくれたのですが、当時、何も言ってあげることができず、無力感を味わいました。創価の精神として「目の前の１人の幸福を」と言いながらも、いざそういった場面になったとき、Ｎくんのために何もできない自分を悔やみました。それ以来、力をつけなければ、創価の精神はただの奇麗事で終わってしまう。それを、いかに現実のものにするのか、と司法矯正分野を目指すことを決めました。

Q、法務技官の簡単な仕事内容を教えてください。

A、　法務技官というのは、主に少年鑑別所に勤務して、面接や心理テストなどから、少年に適切な処遇を考える職業です。そこでの調査書を参考に、家庭裁判所で判決が言い渡されます。ですので、少年の一生を左右しかねない、大変に重要な職業です。

Q、学部時代の話を聞かせてください。

A、　学部時代、私は、学生自治会役員として活動していました。ヴォーカルグループにも所属していました。卒業委員会で文集局の活動もしていました。ボーリング場でアルバイトもしていました。なんというか、やりたいことは全部やりたいと思ってしまう人間で、１つの妥協も残さずに大学生活を終えたいという気持ちが強かったように思います。折角、創価大学に入学したのですから、悔いは残したくないし、すべてにおいて金の思い出を作ることが、池田先生に喜んでいただくことでもあると思っていました。最高の、悔いなき創大生活を過ごすことができましたって、先生に胸を張って言えるようにとの、ある種、決意でした。

Q、何で試験などの情報を得ましたか？

A、　法務教官に合格した先輩がいたので、その先輩から試験に関する情報は伺いました。また、面接対策は、指導教授に様々な対応の仕方を教えていただきました。

Q、試験に役立った本、お勧めの本はありますか？

A、　「試験にでる心理学」シリーズ（４冊）は知識を整理する意味で役に立ちました。試験問題とはちょっとニュアンスが違ったので、これ以外にもやる必要はあると思います。

Ｑ、何の勉強が一番大変でしたか。またそれに対して工夫したことがあれば教えて下さい。
Ａ、　心理学（筆記）の勉強が一番大変でした（あとは面接と論文のみですから）。特に悩んだのは、過去問などまったく公開されていない試験でしたので、何をどこまでやればいいのか分からなかったことです。過去に合格した先輩は１人だけで、お話を伺うことができませんでしたから、先の見えないトンネルをひたすらに走っていたというのが感想です。

自分を落ち着けるためにしたことは、「ここまでで終える」という目標を決めたことです。どこまでやればいいのかわからないので、自分で「ここまで」と決めて、それ以上はやりませんでした。一口に心理学と言っても、臨床心理学や教育心理学、心理学史や認知心理学、感情心理学に社会心理学など、範囲は膨大です。各分野についてのゴールを決めて、それ以上は絶対に何もやりませんでした。そうでないと、気になって他の勉強ができませんから。といっても、実際は設定したゴール以上に難しい問題のオンパレードでしたね。

Ｑ、勉強していて一番つらかった時期とその理由を教えてください。

Ａ、　辛かったのは、１次試験（７月）が終わって結果待ちの時でしょうか。２次対策をしなければならないのですが、２次試験の日程や試験内容について全く情報がなかった（公開されていない）ので、何をして良いのかわかりませんでした。そんな状態が１ヶ月以上ありましたから、かなりストレスフルな状態でした。

Q、つらい受験期間、なぜ勉強を頑張れたのですか？

A、　高校時代の決意が一番大きかったと思います。また、大学・大学院で出会った多くの友人達に暖かくも厳しい激励があったからこそ、最後の最後まで頑張れたと思います。

Q、試験期間中に欠かさずやったことがあれば教えて下さい。

A、　欠かさずにやったこと…。なんでしょう。新聞などで少年事件などについての情報を得ることはもちろんなのですが、それについて自分はどう思うか・考えるかをノートに書き溜めるという作業はしていました。

Q、受験期間の過ごし方のコツはありますか？

A、　ないですね（笑）ひたすら勉強していました。強いて言えば、スイッチの切替をすることでしょうか。大学院の講義や実習、他にも様々な活動がある中での受験だったので、引きずらず、「今はこれをやる！」と自分に言い聞かせて、勉強する時間はしっかりと集中するようにしました。

Q、公務員試験に必要なものや、これをしておけばよかったことはありますか？

A、　文章を書く準備をしておくことが大切だと思いました。小論文を書かされるということもあるのですが、自分の考えを文書にして客観的に眺める（他の人に読んでもらう等）作業を通して、如何にして説得力のある文章を書くか、如何にして自分の知識と考えを盛り込むか、という練習をやるべきでした。

Q、試験についての質問に移ります。まず、法務技官になるためのルートを教えて下さい。

A、　私が受験したのはＡ種法務技官（Ａ種鑑別技官ともいいます）の試験で、これは大学院修了以上の人に受験資格があるものです。これ以外のルートだと、国家公務員試験に合格し、法務省に配属され、そこで初めて法務技官になれるという道があります。

Q、併願はされましたか？

A、　就職を考えた際、司法矯正分野しか考えられなかったので、法務教官とＡ種法務技官の受験のみでした。

Ｑ、試験当日の心境や手応え、雰囲気などを教えてください。

Ａ、　試験当日は勉強量が全く目標まで足りていなかったこともあって、ちょっと開き直っていた感じですかね。合格できると思っていなかったので、面接にしても論文にしても、自分の思うままに答えました（本当は自分を面接モード・論文モードに切り替える予定だったんですけど）。でも、逆にそれが良かったのかもしれません。 

手応えは、正直言って分かりませんでした。合格基準が示されているわけでもなかったので不安でしたが、「これで落ちていたら仕方ないな」というだけのことは出来たので、手応えはあったと言えるのかもしれません。

雰囲気に関しては、さすが公安職なだけあって、かなり厳格な感じでした。空気が固かったので、やはり自分も固くなっていたと思います。
Ｑ、面接の心境や手応え、雰囲気などを教えてください

Ａ、　面接は、先にも言ったのですが、わりと開き直ってできたと思います。

しかし、かなり圧迫面接だったので、終わった後は手応えどうこうでなく、へこんでいました。答えても、何もリアクションがなく首を傾げられていたので、焦りましたね。
Q、失敗談はありますか？

A、　面接のマナー等まで配慮する余裕が無かったので、面接に入るところから終わって退室するところまでの具体的な動き・姿勢・口調など、かなり間違いがあったように思います。軽視することなく、しっかりと準備することで、心の余裕も持てたかもしれませんね。

Q、法務技官を目指すにあたって、履修した方がいいと思う授業はありますか？

A、　少年非行論などでしょうか。あとは、少年法に関するものがあれば、履修しておいて損はしないと思います。私の場合、教育学部出身でしたから、そういった法律関係は全然勉強していなかったので、新聞の理解等、色々と苦労しました。

－法律科目は正式な受験科目ではありませんよね？
Ａ、　法律科目は試験科目に指定されているわけではなかったのですが、論文試験や面接試験が課せられているので、その準備として少年法や刑事訴訟法について勉強しました。

勉強に関しては、ド初心者のための本を読むことからはじめました。実際、ド初学者であったことは事実なので、変に見栄を張らずに、漫画つきのものや中高生向けに書かれた本から読み始め、そこに載っていた参考文献や引用文献に当たっていきました。これは法律関係かどうかに関わらず、心理の勉強にしても最初にすごく簡単なものを読み、そこから自分の興味を取掛かりとして他の文献・書物に進みました。

どれだけ力になったかは分かりませんが、自分の中での問題意識の所在を確認できたという意味ではやってよかったと思っています。
Q、公務員の魅力を教えてください。

A、　臨床心理の業界は、就職難が叫ばれて久しいのですが、そういった中で、定職というと公務員が生活をしていくことに関して一番確実だと思います。また、専門職であるため、その研修なども充実していることも魅力です。

私の場合、司法矯正分野で第一線となると、法務技官か法務教官しかなかったのですが、少年に直に触れる機会がある職業ですので、大変責任も重くやりがいもあるものであると確信しています。

Ｑ、法務技官になるにあたっての抱負や決意などを聞かせてください。
Ａ、　抱負・決意というか、法務技官という重要な職業に就くに当たって、相当の覚悟が必要だな　　

と今になって思います。人の一生を決めかねない職業なので、とても重たいものであると思っ
ています。決意よりも覚悟。

正直言って、かなり不安ですが、今まで学んできたことを全て活かして、職場で結果を残していきます。
Q、最後に、後輩に向けてのメッセージをお願いします。

A、　自分がこれだと思ったたことを、とことんまでやりきって欲しいと思います。

ドラマ「ドラゴン桜」でもありましたが、試験は自分との対話ですので（笑）。

 

＊１　法務技官の試験日程
１次試験…７月中旬（発表８月末）

２次試験…９月・１０月（管区ごとに違うらしい）→結果発表は１～２週間後くらい
Ｍ．Ｎ　３３期　教育学部教育学科　
（法務教官）　

Ｑ、大学当初から公務員を目指していたのですか？

Ａ、　はい、私は弱い立場にいる子どもの役に立てる仕事がしたいと思い、心理職または福祉職の地方公務員になりたいと思っていました。
Ｑ、地方公務員から法務教官へ志望が変わったきっかけはありますか？

Ａ、　私は、地元関西に戻りたいと思っていたのですが、心理職または福祉職の地方公務員は、地元であまり募集しておらず悩んでいました。そこで、キャリアセンターに相談に行ったところ、全国で採用のある法務教官を勧められたのがきっかけです。

Ｑ、その他の理由はありますか？

Ａ、　はい。その前にも、公務員ガイダンスで先輩の法務教官の合格体験を聞く機会があり、この仕事の使命の深さを感じていました。また、もともと高校生のときの身近な不良少女の不幸な死を通して少年非行に興味をもっていたので、法務教官になるか真剣に考えてみようと思い、法務教官の仕事について調べていきました。

Ｑ、調べる中でさらに法務教官への思いが強くなったのですね。

Ａ、　はい。問題性の異なる少年一人ひとりと深く関わることのできる希望どおりの仕事で、少年と共に過ごし、共に成長することができ、少年の成長過程を間近で実感できるというやりがいの深さに、とても惹かれていきました。また、非行少年がそれまで周囲から虐げられ、傷ついた結果としての非行である場合が多いことを知り、このような少年たちの更生に役に立ちたいという思いが強くなりました。

Ｑ、法務教官の具体的な仕事内容を教えてください。

Ａ、　具体的な仕事内容は、生活指導、教科教育、職業訓練補導、面接、体育、週１程度の宿直、等があります。これらは教育部門の仕事ですが、一部の法務教官は庶務課に配属され、会計や事務などの仕事もします。少年鑑別所においては、非行少年を収容し、面接や行動観察を通して非行の原因や健全育成のための方策を、法務技官（鑑別技官）と共に科学的に解明し、家庭裁判所が行う審判のための資料を提供するといった仕事を担当します。原則として、男子職員は男子収容者を、女子職員は女子収容者を対象にした勤務に就きます。

Ｑ、なぜ勉強を頑張れたのですか？

Ａ、　創立者の「たとえ諸君が自分で自分をだめだと思っても、私は諸君を尊敬する、諸君を信じる」という創大生への御期待におこたえしたいという思い、仲間・先輩・後輩からの励まし、何のために法務教官になりたいのかという使命感、親孝行したいという思いがあったからです。


Q、受験期間の過ごし方のコツはありますか？
Ａ、　OBOGの先輩とつながり、話を聞く（受験勉強の方法や実際に仕事をしていて思うことなど）。模擬試験を受けて試験慣れする。公務員の食事会に参加していろんな情報をゲットし、触発を受けること。自分なりの気分転換を心がけて、メリハリをつけて勉強すること、が挙げられます。

Q、公務員試験に必要なものや、これをしておけばよかったことはありますか？
Ａ、　ＢＢＳというボランティア（少年院の少年と直接触れ合えるチャンスがあります！）、少年院見学（法学部の佐瀬先生が引率してくださいます！）です。人間力を培うために、もっともっと人のなかに入っていろんな人と対話しておけばよかったと思います。「人間は人間のなかでしか磨かれない！」と創立者もおっしゃっています。特に１～２年生の間は勉強だけじゃなくクラブや大学行事等に積極的に関わるといいと思います。それが面接にも実際の仕事の中でもいきてきます。特に法務教官は友達の多い人が向いているそうです。

Ｑ、あと他に持っていると有利になるものはありますか？

Ａ、　法務教官は、本当に体力のいる仕事なので、日ごろから健康と体力作りに気をつけることが大切だと思います。何かひとつ得意なスポーツがあると有利です。教員免許はなくても採用されますが、あれば優遇されると思います。（教育実習と試験がかぶる危険性があります。私は卒業後すぐに働きたかったので法務教官にかけることにし、免許をとりませんでした。）
　あと、法務教官になると、少年院に収容されている女子の場合、ホームヘルパー、ワープロ検定、販売士の資格をとることが多いので、持っていると役に立つと思います。
Q、何で試験などの情報を得ましたか？
Ａ、　「受験ジャーナル」、インターネット、佐瀬一男先生、柴田先生（元法務教官で、Ａ棟の学生相談室にいらっしゃいます）から情報を得ました。

Q、試験に役立った本、お勧めの本などありますか？
Ａ、　「法務教官の仕事がわかる本」「法務教官採用試験―問題と対策―」です。

Q、法務教官を目指すにあたって、履修したほうがいいと思う授業はありますか？
Ａ、　少年非行論、心理学、臨床心理学、発達心理学、西洋教育史などが挙げられます。

Ｑ、試験に関しての質問をします。まず、法務教官のルートを教えてください。

Ａ、　法務教官になるためには、法務教官採用試験に合格し、法務教官採用候補者名簿に記載された上で、法務教官として任命される必要があります。法務教官採用試験は、２１～２９歳であれば、誰でも受験できます。

Ｑ、併願はされたのですか？

Ａ、　私は法務教官試験１本で受けました。法務教官の場合、他の公務員試験と専門科目　　　　　　が大幅に異なるため、勉強面で併願が難しいところが難点です。専門科目が似ているの　は、家庭裁判所調査官（記述式なので法務教官よりもかなり難しい）、地方上級の福祉職・心理職、といったところです。法務教官になる裏ルートとしては、刑務官採用試験（９月中旬）に合格し、数年後に高等科昇給試験に合格すれば少年院で働く道が開けるそうです。

Q、失敗談があれば教えて下さい。

Ａ、　１次試験で不合格だと思い込み、面接の準備をしなかったので、いざ合格して１週間後に面接ということになったときに本当に焦りました。最後まで何が起こるかわからないので、あきらめずに挑戦することが大事だと思います。
Q、法務教官の魅力を教えて下さい。

Ａ、　魅力は、非行少年と日々の生活を共にし、時には厳しく、時には優しく少年を教え育てていくことにより、少年の表情、ものの考え方、人生観が変わり、社会に適応できるだけの力をつけていく過程を実感できることだと思います。喜怒哀楽の激しい仕事なので、大変な仕事ですが、少年が立ち直ったときの喜びは言葉につくせないほどだと思います。　

　　　創立者は「教育こそ私の最後の事業だ」とおっしゃっています。法務教官は、まさに「教育の原点」「人間教育」の仕事だと思います。少年を何があっても信じ抜き、励まし、心でぶつかる仕事なので、「人間教育の最高学府」で学んでいる創大生が大活躍するフィールドであると思います。現在、創大出身の先輩が法務教官として何人も活躍されており、「創大生は心がちがう」と一目置かれる存在であるそうです。


Q、最後に、後輩に向けてのメッセージをお願いします。
Ａ、　きっと、将来に対して不安でいっぱいのことと思います。みんなそうです。私は今も 仕事に対して正直不安でいっぱいです（笑）。でも、今実感していることは、本当にやってみなければわからない！ということです。だから、自分で自分の力を決めつけず、自分が本当にやりたいと思うことに一生懸命挑戦してみてください！思ってもみなかった力が湧いてくるはずです。

私が法務教官を目指そうという勇気が出たのは、創立者の「一生懸命走ってみなければ、自分にどれだけの力があるかわからない。一生懸命走ってもみないで、自分はどうせだめだとあきらめるのは、自らの命に対する冒涜だ。卑怯とも言える。」また、「青春に取り返しのつかない失敗なんてない。青春の失敗とは、失敗を恐れて挑戦しないこと」という励ましに、力をもらったからです。たとえ途中で進む道が変わることがあっても、挑戦したことはすべて無駄にはならないし、そこからまた新たな可能性が開けていくはずです。だから、いろんな先輩、仲間、教授と話しながら、自分が本当にやりたいことを見つけて、走れるところまで走ってみてください。最後には必ず一番いい方向に進めるようになっています！

勇気を出した分だけ未来が開けていくはず！人は人、自分は自分であることを忘れず、自分の使命を決して疑わず、自らの使命に生ききって下さい！私にできることがあれば、何でも言ってきてください。みなさんの進路・就職大勝利を、心から祈っています。

＊　法務教官の試験

〔試験の内容〕
	第１次試験　教養試験（多岐選択式）　専門試験（多岐選択式）　専門試験（記述式）
第２次試験　人物試験（個別面接）、身体測定および身体検査（胸部疾患、血圧等の検査、視力

　　　　　　検査→矯正視力でもいいので１．０以上）



　教養試験は、国家Ⅱ種に準じたものであり、一般知能や知識について問われます。専門試験は、教育学１５問、心理学１１問、 社会学９問、青少年問題５問の割合で出題されています。記述式は、青少年の教育に関する論文試験です。

〔試験日〕
	第１次試験　６月中旬頃
第２次試験　７月下旬～８月上旬頃


９月中旬には最終合格者が発表され、９月下旬から１０月中旬下旬にかけて採用面接が行われます。最終的に内定の出る時期は人によってさまざまで、新規採用の場合は１月から２月にかけて多いようです。最終合格までいけば、ほとんどの人はどこかの施設で採用されますが、一部もれる人もいるようです。法務教官に最終合格しても免許をとれるというわけではなく、採用の可能性があるのは名簿に記載されてからの１年間です。
ザ・トピック　　＜目次＞
身近で遠い存在である公務員

そんな公務員をもっと詳しく知ってもらうために、

トピックを６つ用意してみました。

1、 国際公務員になろう　

国際公務員の種類やなり方、公務員の国際的な業務などを紹介

2、 情報収集法　　　　　

書店、インターネットで得られる情報を、具体例を通して紹介
3、 創大の公務員サポート

ガイダンス、学内講座の内容、申し込み方、行政教育センターやキャリアアップゼミの紹介
4、 公務員の待遇　　　　

国家公務員と地方公務員の給与、勤務条件をＱ＆Ａ形式で紹介
5、 女性と公務員　　　　

さまざまな休暇や育児短時間勤務制度など、最新情報を紹介
6、 参考図書　　　　　　

公務員や公務員試験を知るためのおすすめ図書を紹介
トピック１　　　　　国際公務員になろう！〔国際的な仕事紹介〕　　　

Ａ、国際公務員とは何か

１、国際公務員の定義

1、 国際公務員の意味は諸説ありますが、国際連合（本部、国連開発計画、国連難民高等弁務官事務所、国連児童基金など）に勤務している職員と国際専門機関（国連食糧農業機関、国際労働機関、国際教育科学文化機関、世界保健機関など）に勤務している職員に大別することができます。

国際連合は、１９４５年に設立され、その後、時代に合わせて組織の拡充が図られてきました。専門機関はそれぞれ独自の条約に基づいて設立されていて、法律的には国連とは独立した自治組織のため、国連とは特別協定を結んで、相互に密接な協力関係を保っています。

　

２、どうやってなるか

１、外務省経由（ロスター登録制度とアソシエーションエキスパート制度）

　　ロスター登録制度とは、国際機関志望者の経歴を外務省国際機関人事センターに登録して、公募ポストや空席ポストなどがあった際に、迅速に対応することを目的とする制度です。登録の対象は、専門職と管理職となっています。

　　アソシエーションエキスパート制度とは、若い日本人を国際機関に派遣する外務省の制度です。正規職員ではなく、２年間、日本政府が給料を支払って国際公務員としての訓練を積めるようにするための職員見習い制度といえます。合格者のほとんどは、修士号以上の学歴となっています。具体的な情報は、外務省のホームページを参照してください。

　　

２、国連職員競争試験とその他の若手職員募集プログラム

　　Ｐ１、２レベルを対象に、国連本部が実施します。年に一回行われ、採用数は３２歳以下を対象に若干名となっています。試験は、第１次試験（筆記）と第２次試験（口述）に分かれています。「国際公務員をめざす　松本洋、渡邊直一」には、具体的な問題が載っています。参考にしてください。　

　　その他、ユネスコやＯＥＣＤ、ＩＬＯなどは、独自に若手職員の研修を行っています。

ホームページを参照してみてください。

３、国家公務員から出向

　　農林水産省や厚生労働省などから、専門性を活かした仕事をするため、国際機関（国際食料機関、国際労働機関）などへ、出向しています。人数が限られていて、期間が決まっているのが一般的です。そのほかの省庁も、世界銀行やＯＥＣＤなどに、それぞれの分野に合わせた出向をしています。

	　　４、求められる力

　　Ａ、専門性・・　修士号以上の職員が大半です。国連や専門機関が求める専門性（開発、マスコミ、行政など様々）をしっかり、身につけておかなければいけません。　　

Ｂ、語学力・・　仕事は英語かフランス語が基本です。できれば、トリリンガル（３ヶ国語話せる人のこと）であることが求められます。

　　Ｃ、即戦力・・　国際機関は、即戦力で働けることが条件になります。大卒即採用はありえない状況といえるでしょう。


Ｂ、公務員の国際的な仕事

　国内の公務員は、国内のことだけ扱っているわけではありません。さまざまな国際的業務を扱っているのです。以下に、代表的なものを取り上げてみました。

１、外務省（外交官）

　外交官として、さまざま省庁の対外折衝や国際会議で活躍しています。大使館や領事館の運営面でも、パーティーや地元住民との親睦会など、国際的な交流をしています。また、各省庁の交渉の結果である条約の締結では、主導的な役割を担っています。

２、各省庁の国際的な業務

　各省庁とも、業務に関して、国際的な側面を有しています。日本は一国で成立しているのではなく、他国とのネットワークで存在しているからです。

　具体的には、農林水産省や経済産業省は、農作物、自動車など輸出入に関する多国間交渉があります。その裏側では、財務省の税関や国税庁が税金をどうするか、話し合っています。他にも、環境省は、環境に関する国際会議やシンポジウムを多く取り仕切っていますし、条約の締結も進めています。警察庁は、国際的な指名犯を逮捕するため、ＩＣＰＯといった国際機関に協力しています。

ざっとではありますが、このように、各省庁すべてが国際的な業務を扱っています。

　

３、地方自治体の国際交流

　東京都や横浜市などでは、国際会議や国際姉妹都市交流など、独自の国際交流を行っていますが、財政的に厳しい昨今では、昔ほど余裕が無い状況が続いているようです。

＜参考文献＞

国際公務員入門　　吉田康彦　　東洋経済新報社　

国際公務員になるには　　横山和子

＊　参考文献に、具体的にどうやって国際公務員になったか、業務内容など、詳しく掲載されています。ぜひ、図書館で借りてみてください。必ず、何か発見があることでしょう。

トピック２　　　　　　　　　情報収集法　　　　　　　　　　　　　　　

「公務員試験は情報戦である」という言葉があります。では、ここでいう情報とは何を意味しているのでしょうか。

　公務員の情報は2種類あります。まず、公務員、つまり各省庁や地方自治体の情報です。ここには、政策や扱っている分野などがあります。この情報を得るには、各省庁や地方自治体のホームページや業務説明会に参加したり、受験雑誌や参考書を読むことが有効です。

次に、公務員試験に関する情報があります。受験資格や試験科目などの形式的な情報から、試験の内容に関する情報まであります。受験資格や試験科目を知るには、できる限り、国家公務員の場合は人事院のホームページに（裁判所や衆参議院は、各ホームページです）、また、地方自治体の場合は、その自治体のホームページで確認してください。

試験の勉強法について、世間にはさまざま出版物があふれています。自分で手にとって良いと思ったものを使うことをすすめます。また、エール出版の合格作戦シリーズ（国Ⅰ、国Ⅱ地上がある）を参考にして選ぶのもよいと思います。

以下、代表的な公務員関連の情報取得方法、使用目的、具体例を掲載しておくので、参考にしてください。

～　公務員試験に関する情報取得方法の概要と一覧　～

１、書籍・受験雑誌

使用目的）公務員や試験に関するまとまった情報を手に入れるため

具体例　）書籍　（→　トピック参考図書）　を参照してください

受験雑誌　受験ジャーナル

取得方法）学生ホール1階、書店、アマゾン

２、インターネット

　　　

使用目的）最新の情報や受験生、合格者の生の声を知りたい

具体例　）予備校のホームページから、ガイダンスや講座、相談会などの情報を得る

　　　　　　　公務員受験生の掲示板から情報を得る

　　　　　　　公務員合格者（現職員）から、面接対策などの情報を得る

取得方法）自宅、大学ＬＢ教室、図書館など

３、公務員に直接聞く（業務説明会、講演会への参加、ＯＢＯＧとの相談など）

　

　使用目的）直接話を聞きに行くことで、将来働いている自分をイメージすることができる

　　　　　　実際の人事担当者に会って、自分の志望順位が高いことを示す

　具体例　）人事院の企画した業務説明会（10月～3月）

各省庁の企画した業務説明会（11月～　本省所在地の霞ヶ関で行う）

地方自治体の業務説明会
取得方法）人事院のホームページ、地方自治体のホームページ、Ａ棟ロビーの掲示板、キャリアデザインステーション横の公務員用掲示板

最後に・・・　

	情報に対する３つの心構え　
1 人の話を聞くときは、必ずメモを取ろう

2 情報は歩いてこない。だから、自分から会いに行こう

3 情報に対する投資を惜しまない


トピック３　　　　　　創大の公務員サポート　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　


①公務員ガイダンスについて
毎年４月と9月のほか、月一回キャリアセンター主催で行われている。

· 内容

· 公務員とは何か、どんな職種があるか

· 公務員試験はどんな試験なのか

· 実際に公務員に受かった先輩の体験談

· 学内講座ＴＡＣについての紹介（詳しい説明会はまた別に開催）　　など

②TACによる学内講座について

●講座内容（２００６年度の場合）　　※かっこの中は講義コマ数で、１コマ３時間。

基本講義　

憲法（８）　民法（１２）　行政法（１０）　経済原論（ミクロ、マクロ各９）　数的処理（１６）　財政学・経済政策（６）　政治学（７）　文章理解（２）

基本演習　

憲法、民法、行政法、経済原論（２）　数的処理（４）財政学・経済政策、政治学、文章理解（１）

直前対策

論文演習（２）　専門記述対策の法律系・経済系・政治系（各１）

時事対策は４月以降行われる。

　

☆ＤＶＤの利用について

専門・教養全科目のＤＶＤがウィズダムホール３階の事務室に置いてある。よって、講座を欠席した人や、講座で取り扱わない科目（行政学、労働法など）は各自DVDでの学習になる。

ＤＶＤはウィズダムホールの３階のビデオ自習室で見ることができる。ビデオ自習室にはデッキが３台ある。１泊貸し出しもしている。ビデオ自習室での閲覧時間は事務室の利用時間（下参考）と同じ。
●日程　

講座が始まるのは６月、終わるのは４月。約１年サイクル。

基本的に水曜（１７時～２０時）、土曜（１０時～１７時）の週２日。

春休み、夏休み等の長期休みにおいては、水、金、土曜（１０時～１７時）の週３日。

●講座場所　A棟またはC棟教室　

●講座費用


基本講義・演習→７万円　　　直前対策→３万円

●窓口

ＴＡＣの講座の窓口は、基本的にキャリアセンターになっている。
③行政教育センター３階の自習室の利用について

ウィズダムホールの3階のつきあたりが、公務員試験を目指している人の自習室。

●自習室の利用時間　

７時半から２２時半まで　年末年始以外は基本的に空いている。
※自習室にはロッカーがあり、行政教育センター事務室に申請すれば利用できる。

③行政教育センターの事務室にある資料、参考書等の貸し出しについて

事務室は、基本的に月曜～金曜の１０時から１６時まで、土曜１０時から１２時まで開いている。

祝日、日曜日は閉まる。事務室内の参考書、資料は１週間借りることができる。　　　
· 主な資料は、公務員雑誌「受験ジャーナル」。また、過去の模擬試験を借りて勉強する学生もいる。

④実際に受かった先輩による相談会について

●公務員ゼミ

公務員ゼミとは、公務員試験に受かったＯＢ・ＯＧの先輩が開いてくださっているもの。ＴＡＣの講座終了後、定期的に開催。

内容

· 先輩方の体験談

· 相談会、質問会

· 論文対策、面接対策　　など

　

●公務員相談会

　現役合格者による相談会。

２００６年は、１０月１１日～１２月１３日までの毎週水曜日、１７時～１９時まで行った。

場所はウィズダムホール３階のビデオ教室。一緒に受験プランも立てられます。

トピック４　　　　　　　　公務員の待遇　　　　　　　　　　　　　　　　

①給与

Ｑ、公務員の給料は、何を基準にしているのですか？

Ａ、　法律でさだめられた棒給表によって決まっています。

Ｑ、給与と給料は違うのですか？

Ａ、　給料は棒給表で定められた額です。基本給のことですね。給与とは、そこに諸手当を加えた

ものになります　

Ｑ、平均的な地方公務員の年収推移を教えてください。

Ａ、　勤務１０年なら、４８０万円程度、勤務２０年なら、６７０万円程度となっています。出世の度合いによって若干の違いはありますが、中小企業より少しいいレベルと言われています。

Ｑ、国家公務員と地方公務員で給与に差がありますか

Ａ、　あまり差はありません。週刊東洋経済２００６/１０/７によると、時給換算で、国家公務員行政職

は２１６６円（平均年齢４０．４歳）。地方公務員行政職は２３０６円（平均年齢４３．１歳）。国家と地

方で実質的に差はないとなっています。ただ、国家Ⅰ種のように、スピード出世する職種の場合は、４０代で１０００万円以上の所得があります。

Ｑ、中央省庁の公務員は、どのくらい収入がありますか？

Ａ、　本省採用のⅡ種職員を想定すると、以下のような感じです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年収　　　　　

２５歳　係員　独身　　　　　　　　３３０万円程度　　

３０歳　係員　配偶者あり　　　　　４２０万円程度　　

３５歳　係長　配偶者、子供１人　　５５０万円程度　　

４０歳　係長　配偶者、子供２人　　６５０万円程度　　

５０歳　地方機関長　　　　　　　　８５０万円程度
Ⅰ種採用の場合、本省課長になると、４０代半ばで１２００万円程度の年収になります。

Ｑ、公務員の給与は、民間よりも良いのでしょうか、悪いのでしょうか？

Ａ、　人事院の民間給与実態調査に基づく「人事院勧告」で、決定されるため、大企業よりは少ないが、中小企業よりは恵まれているというのが実態です。地方の場合、物価や地価が安い分、相対的に恵まれているといえるかもしれません。

Ｑ、公務員に退職金はありますか？

Ａ、　退職金の額は、勤め上げたⅡ種職員の場合、３０００万円程度となります。公務員の退職金制度は、職務期間に比例して増加する仕組みになっています。

Ｑ、手当の種類と内容を教えてください。

Ａ、　以下、代表的なものを列挙しました。地方公務員はさらに細かく決まっているようです。

・扶養手当　配偶者１万６０００円　子供１人　６０００円、３人目から３０００円

・住居手当　最高で２７０００円

・通勤手当　最高で５万円

・超過勤務手当　１時間につき勤務1時間当たりの給与額の１２５％～１５０％

・調整手当　勤務地域に準じて、５％～１２％の段階別に

②勤務条件（本省、出先、地方）

Ｑ、休暇は、どの程度とれるのですか？

Ａ、　年次有給休暇が１年に２０日あります。他に、病気休暇、特別休暇、介護休暇、ボランティア休暇など、多様な休暇を設定しています。育児休業も民間より取得率が高く、取得しやすい環境が整っているといえるでしょう。

Ｑ、福利厚生はどうなっていますか？

Ａ、　共済組合が医療保険、年金を扱っています。直営の病院や保養施設などもあります。その他、クラブ活動も充実しているところも多いようです。

Ｑ、研修はどうなっていますか？

Ａ、　研修も大小さまざま用意されています。ＯＪＴ（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）の場合もあれば、研修施設に集まって研修を受けることもあります。省庁によっては、専門性を高めるためのコース（経済や金融など）を設置しているところもあります。

また、Ⅰ種職員は大体の省庁が国外大学院に留学できる。Ⅱ種職員は国内大学院に留学できる省庁がある。

Ｑ、定年は何歳になっていますか？

Ａ、　原則、定年は６０歳となっていますが、現在退職後の再雇用がすすめられています。国家Ⅰ種職員は、５０代前半から勇退がはじまり、付属機関や法人に勤務することになります。最近の傾向として、そのまま専門性を生かした業務を担当させる方向にあるとの話もあります。一方、Ⅱ種職員や大体の地方公務員は、定年まで勤めるのが一般的です。

参考文献

現職人事が書いた「公務員になりたい人へ」の本　大賀英徳　実務教育出版　　１１００円

（おすすめです。受験の有無に関係なく、手元に置いてほしいくらいお勧めです。）

トピック５　　　　　　　　女性と公務員　　　　　　　　　　　　　　　　

はじめに

　近年では、以前に比べ働く女性が増えてきました。しかし、職場の子育て環境が整っていないために、退職せざるを得ない状況は依然として残っています。逆に、働くことを優先する女性も多く、晩婚化・未婚化が促進され、少子化進行の背景の一つにもなっています。

　こうした現状を踏まえると、子育て環境が整っている公務員は、必然的に女性にとって魅力的な職場になると考えられます。

　ここでは、公務員の実態や制度について、Q&A形式でまとめることで、女性にとっての公務員の魅力を伝えていきたいと思います。

Q、現代の女性はどのような働き方を望んでいるのでしょうか？

A、　現在働いている女性にアンケートをとったところ、４割強の人が、出産後も働き続ける「継続就業型」を望んでいることが分かりました。（gooリサーチ）

Q、女性がそうした「継続就業型」で働いていくためには、具体的にはどのような環境が求められるでしょうか？

A、　福利厚生が整っている、給料が高い、休暇が多い、残業が少ないなど、「仕事と家庭が両立できる環境」が必要になってきますね。
Q、「仕事と家庭が両立できる環境」として、よく公務員が挙げられますが、その実態はどうなっているのでしょうか？

A、　総務庁（当時）の労働力調査によると、男女比率として、女性の公務員（常雇）が公務員全体（教員、保険、医療を除く）に占める割合は１６．５％と、全雇用におけるそれの３６．９％と比べると低くなっています。

　　しかしながら、勤続年数については、公務（他産業に分類されていない）の女性職員の平均は１３．７年と、全企業の女性の平均９．１年に比べて長くなっています。

また、女性の公務員のうち配偶者のいる率は６６．３％、女性雇用者全体のうち配偶者のいる率は５６．０％と、結婚後も働き続けている割合が高いことが伺われます。

（平成９年度国民生活白書）

Q、公務員では、継続就業型を可能にするために、具体的にどのような制度が、設けられているのですか？

A、　例えば、東京都庁職員の場合、どういった制度が利用できるかを、特に休暇制度に視点をあてて説明していきましょう。

①妊娠休暇　　　　産前産後の休養として与える休暇。妊娠中及び出産後を通じて引き続き１６週間の範囲内で、有給で取得可。

②出産支援休暇　　男性職員が出産の直前又は出産の日の翌日から、２週間以内で２日まで有給で取得可。（１日又は１時間単位で取得可）

③育児参加休暇　　平成１８年度から、男性職員が育児に参加するために、妻の出産の日後８週間以内に５日まで有給で取得可。（１日又は１時間単位で取得可）すでに、小学校就学前の上の子供がいる場合には、妻の出産前８週間以内にも取得可。

④子供の看護休暇　小学校就学前の子供がいる場合、病気やけがにより看護の必要がある場合に取得できる休暇。女性職員、男性職員ともに有給で、職員１人につき１年間に５日まで取得可。

⑤育児休業　　　　女性職員、男性職員ともに、子供が３歳に達する日まで休業することができる制度。但し、配偶者と同時に育児休業を取得することはできない。育児休業中は給与は支給されないが、子供が１歳に達するまでの期間は、育児休業手当金が支給される。

　　　　　　　　　　→このような育児休業制度は、国や全ての地方公共団体で導入されています。１９９５年には対象女性の８３．７％以上が育児休業を活用しており、女性公務員が継続して働ける大きな要因となっているのです。

Q、平成１９年度から国家公務員（一般職）に、「育児短時間勤務制度」が導入されるそうですが、これはどういった制度ですか？

A、　同制度は、小学校就学前の子供を持つ職員が対象になります。

同制度を利用する場合の勤務形態は４パターンです。

1 １日４時間５日間出勤（週計２０時間）②１日５時間５日間出勤（同２５時間）

3 週２日と半日（同２０時間）④週３日（同２４時間）

　→画期的なのは、この制度を利用した職員に代わり、任期付で短時間の勤務職員を雇えるようにしたことです。（ＯＢ、一般からの募集）

Ｑ、なぜ、「育児短時間勤務制度」を導入したのですか？

Ａ、　これまで、国家公務員では、３歳未満の子供を持つ職員が託児施設に送り迎えするなど、１日２時間だけ職場から離れられる「部分休業制度」がありました。

　　　しかし、それに伴う職員の補充がないため、「周りに迷惑をかけ、利用しづらい」との声が上がっていたのです。２００４年度に部分休業制度を利用した国家公務員は、出産した女性職員の１割程度にすぎませんでした。

Ｑ、こうした子育ての短時間勤務制度は、民間企業では採用されていないのですか？

Ａ、　２００２年施行の改正育児介護休業法では、３歳未満の子供を持つ親を対象に勤務時間短縮やフレックスタイム制度導入を義務付けており、民間企業でも子育てのための短時間勤務は普及しつつあります。

　　　しかし、半日だけの勤務を認める制度は少ないです。

　　※人事院が、従業員１００人規模の企業４６０２社を対象に実施した調査では、２００５年１０月１日の時点で何らかの短時間勤務制度を導入している企業は４３．４％、このうち、フルタイムの２分の１未満の勤務時間まで短くできる企業は４．２％、２分の１以上４分の３未満の時間にできるのは２４．６％にとどまっています。

Ｑ、国家公務員Ⅰ種試験に女性が合格するのは厳しいですか？ 

Ａ、　平成１６年４月に、「当面（平成２２年度頃まで）の政府全体としての採用者に占める女性の割合の目安として、国家公務員採用Ⅰ種試験の事務系の区分試験（行政、法律、経済）については３０％程度、その他の試験については、Ⅰ種試験の事務系の区分試験の目標を踏まえつつ、試験ごとの女性の採用にかかる状況等も勘案して、できる限りその割合を高めること、を目標とする等」が各府省で申し合わせがなされました！！女性にチャンス到来です☆　　
平成１８年度Ⅰ種試験　女性の申込者及び合格者数

	試験の区分
	行政
	　　　法律
	　　　経済

	申込者数
	2,370 (6,426)
	 2,531(7,732)
	 392(1,985)

	　　合格者数
	10(50)
	121(476)
	  30(214)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最後に

少しでも公務員の魅力を感じて頂けましたか☆

公務員は今後も益々女性にとって魅力ある職であり続けることと思います。

少しでも興味を持たれた方は、キャリアセンターに行ってみたり、本やＨＰを開いてみることから始めましょう！！

トピック６　　　　　　　参考図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１、はじめに

　「公務員試験を志望して本屋に行ったものの、どんな情報があるのか、よくわからない。何を買えばいいのだろう（・・；）」

　よくある話です。実際に、公務員関係の出版物は多く、種類もさまざまなため、どんな本を買えばいいのか迷ってしまいますよね。そこで、このトピックでは、現役合格した先輩が使用したものの中で、これは自信をもって薦められると思うものを厳選して紹介します。

　参考書は１冊平均１０００円を超えることが珍しくありません。しかし、合格するために、必要な情報が載っています。合格必要経費と考えて、積極的に情報収集していきましょう。

２、総合的に情報を提供する月刊誌

○　受験ジャーナル（実務教育出版）

概要　　　　試験制度や、各官庁・各自治体のデータファイル、勉強方法、過去問分析、合格者懇談会、添削問題、誌上講義など、毎月テーマを変えて紹介しています。

使用方法　　９４５円と月刊誌としてはやや高めの値段となっていますが、それだけの価値がある雑誌です。毎月、官庁と地方自治体の業務内容や求める人材など、くわしく掲載されているのは、非常に参考になります。定期購読して、手元に置いておくといざという時に便利です。勉強の合間に読めば、モチベーションの維持になります。

３、業務内容、待遇に関する情報

○　目指せ公務員　省庁ガイド（ＴＡＣ出版）

概要　　　　本書は全体を2つに分け、前半では、中央省庁再編の概要とその意義、国家公務員の
身分や勤務条件、採用の仕組み、仕事と勤務先などについて述べています。
後半では、1府12省庁ごとに行政機関としての役割や組織構成、仕事内容、採用後の処遇、今後の政策課題などをできるだけ詳しく紹介しています。 

使用方法　　官庁訪問まで使うことができます。普段から、各省庁がどんなことをやっているのか、自分が採用されたら、どのようなステップを踏んでいくのか、などを知ることができます。巻末の国家Ⅱ種試験採用予定官庁等一覧（ここで等とあるのは、独立行政法人があるためです）は、目安になります。

○　現職人事が書いた「公務員になりたい人へ」の本（大賀英徳　実務教育　　出版）
概要　　　　著者が、現役の人事担当者（人事課課長補佐）であり、現職ならではの仕事の裏話や生活面でのエピソードに加えて、志望者が知りたい公務員の仕事や組織についても、わかりやすく書かれてあります。読んでいておもしろくて、参考になる本。
公務員に興味はあるけどよくわからないという人はもちろんですが、公務員のことをよく知っている人が読んでも「へえー」と思う本です。
使用方法　　興味のあるところから読めば、楽しみながら公務員と公務員試験について、知ることができる大変おすすめの本です。一冊で、国家公務員の仕組みと地方公務員の仕組みを詳しく知ることができるため、どちらの志望者にも是非持っておいて欲しい一冊です。

４、公務員試験に関する情報

○　私の国家Ⅰ種試験合格作戦　（エール出版）

概要　　　　合格者の記録をまとめた合格体験記です。さまざまな経歴や勉強歴を見ることができます。志望動機、教養対策、専門試験対策、官庁訪問対策、２次試験対策、人物試験対策、試験当日の実況中継など、くわしく書かれているため、非常に参考になります。

　　　　　　現役で受かった人や、法律職、経済職だけでなく、行政職、理系の合格者など、ほかでは知ることのできない情報が掲載されています。

使用方法　　ざっと読んで、よいと思った方法を実践してみると良いでしょう。勉強法は人それぞれです。１４００円とやや高くなっていますが、本書はその価値がある本です。ぜひ、手元に一冊は置いておいてほしいくらいです。最新のものだけでなく、過去３年分を集めておくと、さらに詳しい情報を得ることができて、おすすめです。

○　私の地方上級・中級・国家Ⅱ種合格作戦（エール出版）

概要　　　　国家Ⅱ種、特別区、横浜市、裁判所事務官に加えて、各県庁の合格体験記です。地方上級は、必要な情報が公開されにくいので、参考になります。国家Ⅰ種版と同様に、さまざまな勉強法や各試験の対策情報を得ることができます。

使用方法　　上記と同様です。

○　公務員試験に１回で受かる本　（伊藤塾　中経出版）

概要　　　　公務員試験全体を知るために向いている本です。試験の実態や併願方法、受験指導校の選び方、勉強時間、問題集の選び方・使い方、模試の受け方など受験生が知りたい情報が載っています。科目別攻略法や官庁訪問、面接試験、集団討論に加えて、裁判所事務官と国税専門官の試験対策まで載っています。

使用方法　　公務員試験を受ける心構えを知るつもりで読むとちょうど良いと思います。広く浅く押さえてありますので、何をどうやって学習していくのか、イメージすることができることでしょう。読みやすい構成になっています。

○　公務員試験受かる勉強法　落ちる勉強法（「合格への道」研究会　洋泉社）

概要　　　　公務員予備校講師・大学受験予備校講師の経験者、公務員試験の合格実績のあるメンバーが、それぞれの実体験を踏まえ、合格のコツをまとめたものが本書です。教える側からではなく、受験者の立場に立って考えてみようとの主旨から、「何から手をつければいいのか？」の本当の答え、過去問集の使い方、「捨て科目」と「点になる科目」などを丁寧に解説しています。
使用方法　　合格する勉強法と落ちる勉強法を比較してみてください。自分がどちらの傾向が強いか知るだけでも、本書を読んだ価値があります。どんな勉強をすると、公務員試験では合格が近くなるのか、を意識するためには、最良の書です。

○　公務員試験秘伝の１０００時間合格法　（今村潤平　成美堂）

概要　　　　公務員予備校の長が、これまでの受験者へのアドバイスをわかりやすくまとめたものです。内容は、公務員試験の対策の仕方や職種別対策（都庁、横浜市など幅広い）、タイプ別の学習メソッド紹介、職種別面接対策、科目別攻略方法となっています。

使用方法　　よくまとまっている本です。どの職種にも対応していますし、一冊で択一、記述、面接対策をすることができるため、非常にお買い得な本です。できれば、１人一冊もっていてもいいくらいです。１０００円で購入できるのも魅力です。

　　　　　　ただ、公務員試験が楽に合格できるという印象を与えてしまう点や著者の予備校を強く推薦している点が気になります。あくまで、方法論を学ぶために読むのが良いでしょう。

面接・官庁訪問対策

○　現職人事が書いた面接試験・官庁訪問（大賀英徳　実務教育出版社）

概要　　　　中央官庁で、４０００人以上の面接試験を行ってきた現職の人事担当者が、面接試験・官庁訪問の具体的な方法や、よく聞かれる質問の回答例・答え方のポイントなどをアドバイスします。平成１８年度から国家Ⅰ種試験に導入される「コンピテンシー評価型面接」についても詳しく説明があります。本音ベースで書かれているため、読みやすくなっています。

使用方法　　これ一冊で面接対策としては十分だ、という合格者もいるくらいよくできた本です。公務員試験の面接試験は、面接カードや訪問カードにしたがって、質問されます。本著にある質問集に対応できるようにしておくと、自然と面接対策になります。面接試験の対策が遅い多くの受験者に対して、この一冊をあらかじめ読んでおくと、差をつけることができます。

○　国家公務員Ⅰ・Ⅱ種公務員　官庁訪問ハンドブック　（実務教育出版）

概要　　　　官庁訪問の説明、情報の集め方・活用法、成功した受験生のスケジュール例（文系、理系ともに紹介）、自己ＰＲの作り方、質問例、マナーなど実戦的な官庁訪問対策に加えて、「官庁情報パック」という全官庁の国家Ⅰ種、国家Ⅱ種（事務官、技官とも掲載）の訪問者数、採用者数、出身大学が載っています。

使用方法　　官庁訪問のスケジュールを知り、質問例を参考に想定問答集をつくると有効活用できます。おすすめは、巻末付録の「官庁訪問を体験した先輩たちに聞く！」です。思わず答えに詰まってしまった質問集や官庁訪問で自分のウィークポイントになったと感じたこと、官庁訪問時にこちらからした質問やエピソードなど、使える材料の宝庫といった感じです。

○　官庁訪問面接必勝データファイル（ＴＡＣ出版）

概要　　　　関東・関西の官庁訪問データが満載です。先輩受験生の記録から、内々定までのスケジュールやどの官庁で何を、どのように問われるのか、キラリと光る自己ＰＲとは、など、成功するための活動方法をまとめたものです。
使用方法　　先輩受験生の官庁訪問記録を時系列に従って知ることができるので、予行演習にもってこいです。官庁訪問だけでなく、地方上級試験の面接についても、載っています。

○　国家Ⅰ種人物試験マニュアル（地上国Ⅱ版もあり）（早稲田セミナー）

概要　　　　人物試験の説明、面接カードの記入方法、人事院面接の対策と面接再現、そして、官庁訪問のルール、実践編、体験記を内容とします。体験記では、面接の流れ、質問内容、感想などが書かれています。成功例だけでなく、途中辞退や失敗例などが載っているのも特徴です。巻末の質問に答えると、自己分析できるようになっています。

使用方法　　予備校販売のみで、１月発行となっています。立川校や東京本校（高田馬場）で手に入れてください。受験者の臨場感が伝わってくる構成になっています。ぜひ、入手して欲しい一冊です。

教養論文対策

教養論文は、情報が少ないため、対策が難しい科目です。論文式試験のマナーやテーマのまとめ方は、以下の本が参考になると思います。論文試験で大切なことは、①実際に書く、②添削してもらうの２つです。合格者の先輩や公務員ゼミなどを有効に活用してください。

○　公務員対策パスラインシリーズ　論文・面接　官庁訪問・集団討論　

（河合塾ライセンスクール編著　時事通信社）

○　論文試験頻出テーマのまとめ方　（吉岡友治　実務教育出版）

使用方法　　論文のマナーを学んで、実際に書いてみること。この一言です。論文だけは、実際に書いてみないと実力が伸びません。書く際は、字数制限ギリギリまで書くようにしてください。さまざまなテーマは、字数制限の９割程度になるように、あらかじめまとめておくと、本番で使えます。　




[image: image3]
試験種ごとに分けられた公務員の紹介に、疑問を感じた人はいませんか？「公務員」と一言で言っても、その仕事内容は多種多様です。ここで、「公務員の具体的な仕事って何？」「自分のやりたいことと公務員って結びつくの？」そんな疑問をもったあなた！一緒に探ってみましょう。 

作成　CSS公務員チーム
教育

質問Aさん：Q、教育に関わる仕事がしたいのですが…。


○子供に関わる仕事がしたい

　市役所の民生局では、児童相談所と連携して児童虐待の調査を行ったり、相談の窓口となり、児童虐待の対策をしています。また、厚生労働省では、子供を取り巻く環境の調査やそれに伴う事務を行っています。

○教育に関する法制度を整えたい

文部科学省や地方自治体の教育委員会では、総合的な教育制度の法整備を行っています。

　

○ヒトとヒトを結ぶネットワークを作りたい

総務省では、行政の組織などの、私たちの社会活動を支える基本的システムを把握し、私たちの生活の基盤に広く関わる行政機能を行っています。また、市役所の福祉関連部では、高齢者や女性の支援案を考え、ヒトとヒトとを結ぶネットワークづくりをしています。

○青少年の健全育成のためのシステムづくりがしたい

　文部科学省や地方自治体の教育委員会では、学校教育の環境の見直しを行っています。

　　例えば、市役所の教育委員会では、実際に小学校を訪れ、設備面での調査を行ったりもしています。

○国際教育を推進したい

　　文部科学省では、留学生交流の支援策の企画、またそれに伴う事務を行っています。また、留学生受け入れの制度を見直したりもしています。

○誰でも学べる環境づくりがしたい

　　市役所ではこどもから大人まで学べる生涯学習支援事業を行っています。例えば、図書館や公民館といった社会教育施設を充実させて、ともに学べる環境づくりを行っています。

地域復興

質問Bさん：Q、地元に戻って地域を活性化させたいのですが…


○Uターンしたい

地元の１番の就職先は公務員と言われています！

○観光地を内外にPRしたい

市役所の商工観光関連の部署では、地元の観光地のPRをしています。また、市役所や県庁の総務部でも広報を通じ、広く地元のPRをしています。

○自治体と住民をつなぐ架け橋となりたい

　　　　市役所の市民局では、議会で決まった予算や条例、自治体企画のイベントの実施など、私たちにとって必要な情報を広報誌などを通して発信しています。

○農業、林業、漁業など地場産業の活性化をしたい

県庁の農政部では、農産物の生産振興、農業従事者の生活環境の整備をしています。また、農林水産業では、農山漁村地域社会の発展や食料産業の発展など、私たちの生活に密着する業務を行っています。

　

○地方行政のシステム作りに関わりたい

総務省では、地方行政、行政組織など国家の基本的仕組みに関わる制度を受け持ち、私たちの生活の基盤に広く関わる行政機能を担っています。また、市役所の総務部では、市の将来計画を立てたりと、広く地方行政のシステム作りをしています。

○地域の経済を発展させたい

経済産業省では、中小企業、地域経済、エネルギーといった政策に取り組み、各経済主体の可能性を最大限に発揮できる社会を目指しています。また、県庁の企画開発部や市役所の経済局では、商工業の振興、大規模事業の推進などを行っています。

安全・安心　　

質問Cさん：人に安全・安心を提供する仕事がしたいのですが…。


○子どもや高齢者、障害者の住みやすい社会を作りたい

市役所の民生局や県庁の福祉生活部では、高齢者や障害者、低所得者、母子家庭などの社会的弱者に対して援助金を給付したり、関連施設を拡充するなど、地域の福祉活動を支援しています。

○空の交通安全を守り、安心して飛行機に乗れる環境を作りたい

空の交通を行っているのは航空管制官です。具体的には、コンピューターやレーダーなどの機器を使いこなし、空港近くの飛行機の位置や状況を正確に把握し、パイロットと連絡を取り、周囲の状況や気象の情報を伝えて指示を出すという仕事です。

○災害のない、事故のない環境をつくりたい

警察官や消防官はもちろん、国・地方レベルでもさまざまあります。国土交通省では、災害による被害の最小化、交通の安全確保などを目標に、国土の総合的な利用、開発、保全を行っています。また、県庁の土木部では河川の保全や道路の整備も行っています。

　　

○雇用の安全を守りたい

　　厚生労働省では、働く環境の整備、雇用の創出・安定などの政策の立案を行っています。また、内閣府では男女共同参画など、重要な政策な課題に関する企画立案、総合調整を行っています。

○食の安全を守りたい

　　農林水産省では食料の安定供給や食料産業の振興などを行い、私たちの生活に密着した仕事を行っています。

○経済面で安心して暮らせる日本の社会をつくりたい

財務省では、健全で活力ある日本経済をつくり、私たちが安心した生活が送れるよう、国の予算を作成したり、税制や関税に関する制度の企画立案を行っています。
環境

質問Dさん：環境を守る仕事に携わりたいのですが…。


○広く環境政策をしたい

　　環境省では、地球環境保全対策、大気汚染・水質汚濁などの公害を防止するための規制、化学物質対策などを行っています。

○公害を防止したい

　　県庁の環境公害部では、身近なごみ問題など公害防止や環境保全に努めています。また市役所の環境保全局でも公害を防止するさまざまな仕事を行っています。

○安全な水道水を提供したい

水道局（地方公務員試験を経て配属される）では、水道の敷設や水質の管理、節水の啓蒙活動などを行っています。近年では、水質レベルの維持・向上のため、水源地域の自然環境保全にも積極的に取り組んでいます。

○ごみ問題を解決したい

清掃局（地方公務員試験を経て配属される）では、家庭や企業から発生するごみを収集し、処理をしています。また、地域の住民に対して、ごみ分別やごみ減量のための啓蒙活動も盛んに行っています。

○住宅・道路整備に携わり、生活しやすい環境をつくりたい

市役所の計画局では、土地の区画整理や道路の拡張整備などを行います。また、市街地や駅前などの再開発に取り組み、未来の町の方向性について、住民と話し合いの場を設けたりしています。

○人々の有害になる化学物質をなくしたい

　国土交通省では、自動車などから排出される有害な化学物質を削減する取り組みを行ったり、建設廃棄物などのリサイクルを進めるなどして、地球に優しい環境づくりをしています。

国際関係
質問Eさん：将来は国際的な仕事がしたいのですが…。

　

○幅広く国際関連の仕事がしたい

外務省では、外交政策の立案や国際協定の締結、また、国際機関への参加や協力、外交官の派遣などなど、幅広い仕事を行っています。

○語学を使った仕事をしたい

　　外務省に限らず、全ての省庁で語学の必要性が年々高まってきています。なぜなら、各行政分野において、諸外国との折衝や、そのための資料の収集、翻訳など幅広い業務があるからです。特に、外務省以外の省庁の国際関係の官職・部門（例えば、経済産業省の通商政策局、財務省の国際局、農林水産省の総合食料局国際部など）では、語学の必要性があります。

○海外のインフラを整備したい

経済産業省では、海外におけるインフラ事業への日本の企業の取り組みを促進するため、海外インフラ事業促進研究会を開催しています。そこで、政府関係機関や関係企業の専門家などをメンバーと共に具体的な支援策について検討しています。

○海外の人と相互理解を進めたい

　　国土交通省では、多くの人が海外を訪れ、その国の人と対話し、相互理解を進めるため、国際観光の振興を進めています。例えば、各界の有識者の参加による懇談会を開催し、日本の国際観光のあり方についての具体的な方策について検討を行った。
○地域に国際交流の機会を提供したい

市役所では、民間団体と協力して、国際交流の催しを行っています。例えば、ある市では、市民会館を利用し、海外の姉妹都市の写真の展示会を行ったり、世界のグルメコーナーや体験コーナーを設け、市民の方に気軽に世界の文化を体験してもらおうという取り組みをしています。
平和・人権
質問Fさん：将来は世界の平和や人権に関わる仕事がしたいのですが…。


○貧困や紛争をなくしたい

外務省では、国連難民高等弁務官事務所や、難民救済事業機関、赤十字国際委員会、国際移住機関等の国際機関による活動を積極的に推進しています。

○子供や女性の人権を守りたい

　　法務省では、子供や女性、また外国人の人権に関する相談窓口のとなっています。

○経済面から世界の平和の実現に貢献したい

経済産業省では、大量破壊兵器の不拡散、野生動植物の保護などを進める上で、ますます重要な役割を担うことになる貿易管理について、厳格に審査を行っています。
○HIVなどの感染症をなくしたい

　　外務省では、他の国際機関や非政府組織、民間団体などと連携しながら、幅広い感染症対策を行っています。

○人権の砦である裁判所で働きたい

　　家庭裁判所調査官は、家庭裁判所に持ち込まれる紛争や少年事件で、事件の背後にあるものを詳細に調査し、裁判官が適切な処分をくだし、当事者にとってよりよい解決を図るために重要な役割を担っています。具体的には、家事事件（※１）で裁判官が審判や調停を進めたり、少年事件で最終処分を下す前に必要な調査を行ったりします。

（※１）家庭裁判所には家事部と少年部があり、家事部では離婚や親権者の指定・変更、養子縁組などの家事事件を扱い、少年部では少年の非行事件を扱います。
· 裁判を適正かつ迅速に進めるための事務がしたい

裁判所事務官は、裁判所で裁判を適正かつ迅速に進めるために必要な事務を行っています。具体的には、逮捕状や捜索許可状などの令状の発付手続きや、起訴状の受付などをします。

（参考文献「公務員の仕事なり方完全ガイド」学研）
人権を守りたい！！平和な世界を！！





公務員ガイダンス


ＴＡＣによる学内講座


③行政教育センター３階の自習室の利用


④行政教育センターの事務室にある資料、参考書等の貸し出し


⑤実際に受かった先輩による相談会








～地方公務員の様々な業務～


大別すると、１府１２省庁が取り扱っている業務の地方バージョンと組織に必要な仕事を扱っています。前者は福祉、環境、農政、林務、商工労働、土木、財務、税務、企画（ex条例案作成）などがあります。後者は、総務、会計、人事などです。その他に、公安委員会（警察）や教育庁（教育委員会）、消防庁などもあります。幅広いですね～。





　～中央省庁ってなんだっけ？という人のために～


主に、１府１２省庁に会計検査院と人事院を加えた、霞ヶ関と市ヶ谷（防衛省）にある国家機関の総称です。霞が関は、政治の町（永田町）と経済の町（大手町）と金融の町（兜町）に囲まれる場所にあります。古～いイメージがあるかもしれませんが、実態は、高層ビルに囲まれた不夜城となっています。１府１２省庁、全部いえますか？





国際的な仕事がしたい！！





環境を守りたい！！





安全・安心な暮らしを提供したい！！





地域を活性化させたい！！





教育に関わる仕事がしたい！！





公務員








あなたが抱く「教育」とはなんでしょう？


　「教育に関する仕事」は教員だけではありません。


「教育」を広い意味で捉え直し、一緒に教育に関わる仕事を探していきましょう。





「地域を活性化させる仕事」というと何が思いつくでしょうか？


自分の地元を活性化させたいという、情熱溢れるあなた！一緒に地元を復興させる方法を探してみましょう。








私たちが生活する上で、まず大事なことは「安全・安心」な生活。多くの人に安全・安心な暮らしを提供したい！というそんなあなた！一緒に安全・安心を提供できる仕事はないか探ってみましょう。








環境問題は、今地球規模の深刻な問題となっています。環境は、知らず知らずのうちに、そこに住む人の生き方や考え方に影響している場合があります。


さまざまな環境問題が叫ばれている今、一緒にその解決の方途を探ってみましょう。





国際的な仕事…海外に行って語学を使って仕事をする―こうイメージしがちですが、それだけが国際的な仕事だと思っていませんか？


日本にいても、国際的な仕事はたくさんあります。では、実際にはどのような仕事があるのか、一緒に探していきましょう。





平和な世界を！女性の人権を守りたい！こんな思いを胸に抱いているあなた！公務員の仕事も、平和・人権に関わる仕事がたくさんあります。その一例をぜひ一緒に見てみましょう。
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１、Ｓ．Ｉ　　　（国家Ⅱ種、公正取引委員会内定）


２、Ｍ．Ｈ　 （国家Ⅱ種、国立病院機構内定）


３、Ｙ．Ｏ 　（国家Ⅱ種、国立病院機構内定）





� HYPERLINK  \l "合格者インタビュー（地方）" ��＜地方公務員＞　（ｐ20～35）�


４、Ｊ．Ｎ　　　（東京都特別区、杉並区内定）


５、Ｍ．Ｙ　　　（東京都特別区、世田谷区内定）


６、Ｔ．Ｋ　　　（東京都特別区、世田谷区内定）


７、Ｈ．Ａ　　　　 （横浜市役所　内定）


８、Ｔ．Ｉ　　　（大阪府松原市役所　内定）





� HYPERLINK  \l "合格者インタビュー（専門職）" ��＜専門職公務員＞　（ｐ36～56）�


９、Ｋ．Ｕ　　　（国税専門官、東京国税局内定）


10、Ｍ．Ｔ   （国税専門官、東京国税局内定）


11、Ｓ．Ｋ　 （裁判所事務官Ⅱ種、東京高等裁判所内定）


12、Ｔ．Ｓ　（法務技官）


13、Ｍ．Ｎ    （法務教官）
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①国際公務員、②情報収集法、③創大の公務員サポート


④公務員の待遇、⑤女性と公務員、⑥参考図書
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　　内的キャリア（やりたいこと）からみる公務員の仕事紹介


　　　　教育、地域復興、安全・安心、環境、国際関係、平和・人権
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